
東 南 保 護 約 款 に つ い て

―日中関係史料よりみたる―

永 井 算 巳

冒 まえがき

ここにい煉 南保護約款とは,韓 続霊飛 騨 光緒26年5腋 午の条に 際・」坤一張之

洞電令上道海余聯玩,与 各国駐濯領事,議 訂東南保護約款九条」

とあるのに典拠する両江総督劉坤一,湖 広総 も張之洞 と上海駐在各国領事との間に,光

緒26年6月 ・日留 多,不 完全 ながらも磁 した懸 上蔽 江内髄 共章程G・neral

RegulationfortheProtectionoftheShanghaitheYangtzeValleyandtheInterior

を骨 幹 としつ つ両江両 湖安 徽両 広一帯 に適用をみたのみか,6月18日 に は閾漸総督許 応

駿 と福州駐在各 国領事 との間にも互相 保護 約章 として準用され るに至つた 東 南 九 省 に
ユ

わたる所謂南清秩序維持協定をさすのであるが,当 時 この通共章程は一般に東南保護約
 ヨ

款とか,中 外互相保護章程 とか呼ばれていたようである。
ユ ら 

ところで,劉 忠誠公坤一別伝,張 之洞列伝,李 文忠公墓志銘,盛 尚書愚斎存稿「行述」

からも推知される通 り,義 和団の乱における清末中国の破局的運命にとつて劉張両総も
を も

らによる東南保護約款成立のもつ政治的意味には,義 和団の乱を北清事変に喰い とめ得

た一要因とい う角度からみても,今 日改めて我々の再検討を必要とする歴史的課題が孕

まれているか と思 う。

以下,蒐 集 し得た限 りでの日中関係史料に基きながら,約 款をめぐる劉坤一,張 之

洞,李 鴻章らの政治動静に焦点をあわせつつ,義 和団の乱に際 して占める東南保護約款

の政治性格 とその意味影響について若干の考察を試みることとしたい。

2東 南 保 護約 款 とそ の成立 経 過

フ

東南保護約款9力 条つまり保護上海長江内地通共章程は

・ 上髄 台余 舞 舗 春羅 翫 与各鴎 融 事嘗 会齢 法 上海租界帰額

公 同保護,長 江及蘇杭内地均帰各督撫保護,両 不相擾,以 保全中外商民人命産業為主

2上 海租界公同保護章程已男列条款

・ 長江騰 杭内地綱 商賄 士産業 均帰離 喜難 溜 臓 懸,並 移矯 鶴
・撫,及 厳飾各該文武官員,～ 体認真保護,現 已出示,禁 止謡言,厳 掌匪徒

4長 江 内地,中 国兵力己足使地方安静,各 口岸己有各国兵輪者,佛 照常停泊,惟 須約

束水手人等不可登岸

5各 国以後,如 不待中国督撫商允,寛 自多派兵輪,駿 入長江等処,以 致百姓陵疑,籍

瑞 啓畔,綴 壊洋商教士人命産業,事 後中国不認賠償
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6　呉晶晶長江各砲台，各国兵輪切不可近台停泊，及繋対面台命処，兵輪水手亦不可在

砲台附近地方直訳，彼此免致誤信

7　上海製造局面満局一帯，各国允兵輪勿往虚業駐泊，隔心洋鵡巡捕前往，以期各不柑

擾．此局軍火専為防剃長江内地土匪，保護中外商民之用，設有督撫病身，各国壕庸信

疑

8　内地如有各国洋教士及遊歴各洋人，遇偏僻末経設防地方，切勿冒険前往

9吐出内一雨法論之嘉均須鱒纏，切勿論以回心（搾油庚午。項）・

からなっており，第2条にいう上海租界公同保護章程は，保護上海租界高瀬内外章程10
　

条として

　租界内華人以及産業，応由各国巡防保護，租界外洋人教堂教民，応由中国官妥為巡防

保護，区有警急之事，互相知恩義弁（第1条）

　以下が別個に提示されたのであるが，保護上海長江内地通共章程の基本性格は，その

第1条に要約されている如く，上海租界を各国共同の政治責任に委ねる代りに，長江流：

域や江漸地方は清国側の完全な自主管理下におくこと即ち，相互不干渉への相互確認と

いう点にあり，その意味では申報の所謂中外寸感保護章程の呼称が妥当ではあるが，章

程の全般的印象としては長江流域と江漸内地に対する列国干渉への防衛気構えが濃厚で

あり，清国側が自ら東南保護約款と称した所以もそこにあると考えられる。換言すれ・

ば，この約款は表面，中外互保を唱えながらも，狙いは東南保護にあるという二重の政

治的性格構造をもつと解釈出来よう。とすれば，かかる基本性格を包蔵する東南保護約

款はそれが提案された時期から判断しても，義和団の乱の破局的推移過程の南清地域に．

於ける政治的反映の一所産と見徹しうべく，げんに愚痴存稿「行詰」は，盛宣懐が5月

25日の宣戦の上諭を「矯偽」とみて反対運動を展開し，磁心章はじめ富江郡閾各省督撫；

の賛成を得たこと，北清戦況の緊迫化を反映して東南清地域の開港場にも列国兵艦の動・

きがみられ民情不安に陥ったこと，事態を憂慮した盛宣懐が「東南賊心」を首偶して督

撫に働きかけ，その同意のもとに上海領事団と交渉を開始し東南保護約款に成功したこ

と，従って東南清地域の確保は事実上，約款成立の主役たる盛宣懐の功績に帰せらるべ，

きこと等を記述している。
一体，光緒26年5月・7鰐器日に於1ナる義和団の北京鞭館包囲，・・日の暎独

離輔の一山西岳25日の北京政／敵よる温品告から・7月2・日器の1ヒ京

陥落に至る2カ月聞は北清事変のクライマックスに当る時期で，この聞，東南清各心細

が切迫する破局回避のために如何に苦慮しつつあったかは，例えば，李乗衡，鹿伝森，王

之春，松寿，干陰森，愈廉三，張之洞，劉坤一ら連署の総署及び栄禄あて5月24日づけの
　　　
電奏が「宗社安危所関，間不濡髪，再過数日，大局決裂，悔無劇論」と述べて，即時に

「三品邪匪，厳禁跳鼠ユの諭旨をくだし，李鴻章に和平交渉の担当を命ずると倶に米国

公使に停戦調停の依頼あらんことを要請したのに徴しても想見に難くないが，就中，劉

坤一張之洞の両者が「邪術は敵を禦ぐ能わず，乱民は国を保つ能わず，外湯深入して各・

省に横行し会匪四起するあらば，大局潰欄し悔ゆとも追うべからず」と義和団を邪術を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エむ
奉ずる乱民ときめつけて，公然「定計主鋤，先回後撫」を総署に会奏するに至ったのは：
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5月19日目最初とするようであり，然かもその背後には盛宣懐の動きが介在していたら
　　　　　　　　　　ユユ
しい。即ち，愚二二稿によれば，盛宣懐は5月当初以来，総署や回禄にあてて屡々義和

団の危惧すべきをうったえたのであるが，13日づけ李鴻章の来電をうけての5月16日に

於ける劉二二張香帥あて電：文，18日づけ褒世凱来電をうけての同日の劉張あて打電，乃

至は18日目け劉張来電とくに旧記一の「徹処しばしば北洋に切電し並びに二二と会奏を

旧約，速やかに明諭して痛剴せんことを請う。未だ知らず諸公の意に於ていかん」なる
　　ユ　
電交に這般の事情が辿り得られるであろう。換言すれば，盛宣懐は李三章嚢二三と連絡

する一方，劉二一張之洞に懇請，かくて二三両者の二半をみたわけで，盛宣懐は云わば

その媒介約機能を演じたものと解釈出来よう。

　劉張両者の積極的関心が長江流域を中心とした東南清地域の秩序維持確保に注がれた

ことは，彼等が両江総督，二二総督たる以上，国家の非常事態に対処する当然の責務で

あったではあろうが，特に長江流域～帯は揚子江沿岸不割譲協定をもつ英国をはじめ列

国の政治経済利権のからみ合う国際係争地点であったのであり，それは例えば，列国の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユヨ
帝国主義的侵出の重要拠点たる租界の分布状況が，英国日本が圧倒的で米仏独が之につ

ぐ割合であったのみか，北方に優i越的勢力圏をきづきつつあったツアリズムロシヤも長

江の要衝たる漢口には一拠点を抑えていたという事実を，周知の如き日清戦争以来激化

の一途を辿った租借地，鉄道敷設，鉱山採掘権，借款事情，乃至はジョンヘイの門戸開
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まを放機会均等宣言や英独揚子江協定締結への動き等に考量すれば，一段と重層的に理解さ

れることであろう。

　清末中国をめぐる帝国主義勢力間の相互矛盾の三相をさぐる傍証までに一二を例示す

れば，まつ，言忌公使栗野慎一郎によって当時可成りに注閏されたロベル・ド・チー
　　　　　ユら「翅の麺」（言飯替聞）がある・彼はシナ陥の騰さが当面す礒緬の平定よ

りも「平定後二起ルベキ列国間ノ政治的問題」にあると冒頭した後，露英闇の現実的矛

盾をふまえつつ「露国ハ北京朝廷ノ上ニー種特別ナル勢力ヲ有スルニヨリ現帝室ノ実権

ヲ減殺スルコトハ其上マザル所ナルベキモ英国ノ利益ハ之二反シ支那ノ朝廷ヲ自己ノ勢

力範囲内ト思惟スル所ノ揚子江畔二二サントスルノ希望ヲモ二二発表シタリシコトァリ，

又ター歩ヲ進メテ北京政府ノ実力虚弱ニシテ現今ノ禍乱ヲ平定スルニ足ラスト仮定セン

乎，列国ハ支那帝国内二各々或ル地域ヲ劃シ自ラ禍乱ヲ平定セザルベカラザル上至ラ

ン，而シテ其地域ヲ定ムルコトニ付列国ノー致ヲ破ラザルコトハ如何ニシテ之レヲ実行

スルヲ得ベキャ」と述べて帝国主義勢力間の対二分割支配への複雑な矛盾対立をほのめ

かし，ついで，外相デルカッセの言明を引用して「アラユル手段ヲ以テ支那帝国ノ存在

ヲ維持シ其政府二対シテハ或ル国際的監督ヲ行ヒ漸次二泰西ノ交明ヲ注入シ殊二二ルー一

国が其独力ヲ以テ支那ノ軍制等ヲ改革シ以テ之レヲ其統御ノ具二二スルが如キ事ノ発生

スルヲ予防スル」という国際監視機構による現状維持論が仏国の原則的対清態度である

こと，但し，最悪の場合は「雲南広東広西貴州ノ四省」は「仏国ノ版図二帰」せしめる

べきであること，だが「列国ハ多分之ヨリ優等広大ナル版図ヲ得，以テ優勢ヲ占ムルニ

至ルヤモ測り難ク，カクテハ仏国ノ利益二反対スルヲ以テ仏国ハ田米伊等可成分割者ノ

多数ニシテ互二其勢力ヲ相平均シ間接二英国ノ揚子江畔二於ケル優勢ヲモ牽制スルノ結
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果ヲ生出ンコトヲ望ム」と論じている。右の主張が当時，現実に！ま南阿戦争に手をやいて

いた筈の英国に警戒的であるのは国際政治面に於ける露仏の緊密な国家関係に起因する

のであろうし，雲南両広貴州を版図に収めんと意図するのは「雲南雑誌」などに於て清末
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
留日学生界が激しく指弾してやまなかった処からも推量出来る通り，仏国のイツドシナ

防衛への政治的配慮に出たものであろう。次ぎに引用したいのはミットフォードのロ．ン
　　　　　　　　　　　　ユフドンダ仏ズ（7月12日）擁書靴・惹き起した欧州餓の反響についてである…　b・・

一ド書簡は北清事変に乗じて日本が三三的日清同盟を成立させる危険ありとして之をカ

イゼルの所謂黄禍論の具現だと催れ，満州と北シナを露国に委ねることこそが長江流域

に権益をもつ英国にとっても有利である旨を強調したものであるが，栗野公使は，その

反響について「同タイムス之二評論ヲ加へ賛成ノ意ヲ漏シ，続イテ英国ノスペクテー十

一及ビモーニングリーダー之二雷同シ誓言ヲ誇張シ以テ日本ノ将来怖ルベキ事ヲ痛論シ

タリシカバ其影響仏国ノ言論社会二波及シ日本ノ行為ヲ疑ヒ日本ノ危険ヲ鼓吹スルノ声

四方二反響シ一紙ノ之二反論スルモノナク黙スノレニアラザレバ即チ日本ノ攻撃ト云フ有

様二立チ至り…（中略）…ル・タン，デバ・ゴP・一一ア，バトリー其他数多ノ新聞ハ其言

異ナリト難モ大体ハ日本が早晩支那トー致シ4億ノ人民二号令シ其固有尚武ノ精神ヲ吹

キ込ミ以テ欧洲二反対スル下多レバ之レハ由々敷大事ニシテ到底欧洲ノ強敵タルヲ免レ

ズ，サレバ日本ヲシテ今回ノ機ヲ利用シテ支那二優勢ヲ独占セシムル如キハ極力排斤セ

ザルベカラズト論ジ，聖旨政客中ニモ続々新聞二投書シ黄色人種ノ危険Yellow　Peril

ヲ喋々シテ日本抑圧ノ議論ヲ称へ平素沈黙ヲ守ルモノモ前記論旨ニハ首肯：スト云フ有様

ニテ従テ其反応モ亦意外二偉大ナリシバ本官ノ遺憾トスル処二有之」と黄禍論にわく欧
　　　　　　　　　　ユさ
州各国の対日輿論を報告．している。尤も，かかる対日輿論の動向は爾後に於ける日本政
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ　
府の釈明努力と日本軍隊の自重的行動とによって殆んどその影をひそめたというが，そ

れにしても，以上の二例証は義和団の乱をめぐる帝国主義的勢力間の対清相互矛盾のも

つ基本的様相を可成り鮮明に示唆していると云えないであろうか。然かも，我々の忘れ

てならないことは，帝国主義的勢力間のかくの如き内在矛盾こそが対清相互牽制という

國際政治的意味に於て列国の対清軍事協同方式を可能ならしめ，遂に，義和団の乱を
ミ　　セ

北清事変という規模，性格に於て終止符をうたしめるに至った根本的な外的政治要因を

なしていたとみなしうる点である。然りとすれば，太沽陥落し北京も亦「危殆旦夕に在
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コユ

り」という際，甲張両総督にとって「痛再挙への要望と併せて東南清地域に於ける秩序

維持のための対応措置が焦眉②急務として痛感されるに至ったのも，蓋し首肯するに難

くない。

・月22日躍づけ張之洞の劉・臼二あて埋樋・シや音別灘至ほ着に轍さ批

英国領事がイギリス海軍を長江に派遣して土匪弾圧に協力すべく申入れたのに対し，張

之洞が①長江筋の治安維持には皆野両総督が全責任をもつ，②英国海軍の派遣は民間に

驚擾を招き列国に乗ずべき甲実を与え効配せしめる結果となるから英国の自重こそが上

策である。③膨張共に英国との連絡を要望する旨の3点を答えて謝絶したことを伝え，

且つ，同日づけをもって江平関門に対し英国領事に同様趣旨の釈明を行うと倶に，両湖地

方は張之洞が長江下流域は劉坤・一が力任保護．し，瘡匪は即時撲滅する旨英国政府への転
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達を乞うべく訓令を発し，ついで，25Hには駐米公使伍廷丁にも米国政府に同様申入れ
　　　　　　ぬ
するよう電請，26日にも重ねて英米日駐在公使に打電する処があったのであるが，劉張

両者の東南清保全のためのかくの如き対外的働きかけには「力任保護洋商教士之責，
あ　つ　あ　ヘ　ヘ　へ　も　あ　　　あ

三三籍口窺伺為要」という明確な政治意図が底流していたのであり，然る所以には「沿

江一帯には竹工塩割安慶道友甚だ多く二会と各自党を為す」という対内事情と「長江の

商務は英国を：重しとなす，各国號観すること已に久し……若し一国を触動すれば勢必ず

群起して二二せん」という対外情勢とが「丁丁一開，内匪四起，更難措手」という構造

でからみ合っていたが故に，北京も亦危しとされる北清の緊迫した情況下に於ける列強

による東南各省の1揉躍は，彼等にとって清末中国「全局の瓦解」を必至と予料章ざるを
　　　　　　　　　　　　　　　　
得ぬ趨勢に事態を追込むと判断されたからである。

　清末の会党については，陶成章「教会源流考」が，華北に於ける封神三野を尊信する

白蓮教系統と華中華南に於ける水濡伝を崇拝する天地会系統とに二大別して，前者に神

門教即ち義和拳と安慶道友会など，後者に広東を本拠とする三合会と長江流域に根拠す

る幕老会をあげ，冨老会を更に半半つまり紅蓄と播家即ち慶蓄即ち青轄と江湖団の三者

に区：分しつつ紅鞄は湖北湖南から四川漸江一帯にら青蓄即ち塩集1は江蘇安堅甲江江西な

ど長江下流域に勢力を占めていたことを詳述し乳平山周「中国秘密社会史」は三合寄老

両会とも本来は反清三明を宗旨とする秘密結社であるとして，三合会が両広福建一帯に

遍伏する外，南洋植民地香港などに海外三合会が組織されていること，湖南断江はじめ

長江流域に幡干する苺老会は盗刻賭博をこととはするが良民に対しては危害を加えぬ紅

蓄を正統とすること，元来，漕運労働者であった青霜は私塩の販売と愉税を業とする非

合法結社で塩臭，．光蛋，安慶道：友会がそれであること，この外，耐労集団たる江湖団

が特需，丁丁党が白蓄とよばれていたこと等に言及している。右の両書の説明には多少

の喰違いが見受けられはするものの清末会党の輪郭についてはおよその理解は可能であ

ろう。然かも，陶成章によれば，紅報は皆皆兵士内部に相当の勢力を扶植しており，そ

れと青轄の暗通は清末官憲にとって頭痛の種であったらしい。とすれば，義和団の激甚

な反帝排外暴動によって北清が破局的危機に瀕しつしあつた当時に於て，絶対秘密を厳

守して鉄の団結を誇る反清僧一大社会勢力たる嵜老会が，列国利権の輻軽iする「長江一

帯地方ヲ根拠トシテ其数実二数十万ノ多キニ達シ其他ノ地方二散在スル党羽亦勘カラ
　　　　　　がズ」という実状にあったとしたら，丁張ならずとも彼等の動向に深甚の危惧を抱きその

対策に腐心せぬのがむしろ不思議というものであろう。

　然かも，劉張両者に於ける以上の情勢判断が可成O．に正確な客観的見透しであったこ

とは，例えば「我利益ヲ保護シ我勢力ヲ維持スルニ於テ敢テ他国ノ後二子チザルヲ切望

スル主旨」から上海長江警備のために警備艦の即時増派を日本政府へ要望した小田切領
　ヨビ

事が，その根拠を，目下の表面的平静さにも不拘「蓋シ長江一帯地方ハ古来ヨリ匪徒ノ

二時ニシテ寄老会連荘会ノ如キ各種ノ会合数十ノ多キニ上ルノミナラズ塩桑土匪亦各地

二潜伏スルヲ以テ時機一到セバ彼等ハ直チニ学舎江港ノ間二野起シテー大騒擾ヲ惹起シ

或ハ外国商人二対シ或ハ耶蘇教師教堂二対シ或ハ地方官吏二対シテ危害ヲ加フルナキヲ

保ス可ラズ，去レバ本邦二於テ単二北部ノミニ嘱目シテ南部二対スル注意ヲ忽ニスル如、
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キ事アラバ他日嘘謄ノ悔アルヲ免レザルベシ，南部二野ケル本邦商利ノ中心ハ長江一帯

地方二在リ而カモ近キ将来二於テ匪徒ノ蜂起スルモノアリトセバ先ヅ指ヲ此地方同属セ

ザルヲ得」ぬからだと力説した処からも傍証されると思う。何故なら，この小田切報告

は，器財と干渉の相互不可分にからみ合う長江流域の危機様相を，外ならぬ日本自身の

政治経済的権益確保のためという観点から洵に鮮かに分析しているからであり，事実，

前年以来，李雲彪，楊鴻（洪）鈎，張七軒，李岬山（和生）顧鴻恩（享洪恩）ら薯老会

頭目に対して孫文派が興漢会の結成を企図し，早耳常らも彼等を「富有四壁」に組織し

て自立軍陣義の軍事基盤がために奏功するという長江会党への動きが早くも展開されて
　　　　　　　　　
いたに於てである。だから，5月27日の劉坤一張之洞王之春早世凱盛宣懐らの「早撃慶
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨユ

親王栄中堂」が物語る通り，25Nの宣戦諭旨などは，彼等にとっては大局を弁ぜぬ暴挙

以外の何物でもなく，却って雪降章を全権とした速やかなる挽救対策こそが祈求されざ

るを得なかったのであるが，同時に，南清地域についても東南保護約款締結への動きが

俄然活溌となり，28日には盛宣懐が李勾配劉坤一張之洞に対し

　「北斗不久必壊，留東南三大帥，以軍官穫蒼生，似非従権不可，若一拘泥，不等東南

同鍛，挽回全局亦難」とうったえ

　「如欲図補救，須　末奉旨之先，蜆帥香帥会同，手筋地方官上海道，与各領事訂約，

上海租界野帰各国保護，長江内地均帰督撫保護，両不相擾，以保全商民人命産業為主」
　　　　　　　　ヨ　
と東南互保を提偶するに至ったのである。

かくて，5月3・口器，盛宣1裏，余興mらカ・会舗門に鞭て嫡解団と磁交1歩
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　門閥
に入ることとなったのであるが，小田切領事報告によれば交渉の開始には小田切が一役

買っていたらしい。即ち，大沽陥落以後，南清官憲と列国官民との聞に「危惧筆癖スルノ

胤次第に深刻となるのをみた畑切領郵盛熊と密糊して，5月28日鋪留ll坤一

張之洞あてに上海領事側の意向も「平和ヲ維持シ大局ヲ保全スルニ在リ決シテ他意ナキ」

旨を伝えて清国側との協議を提案し「卑見若シ用ユベシトナセバ」首席領事たるポルト

ガル総領事に打電するよう申入れたところ，翌29日斜張両者から手配済みの返電があり，

同日午後，上海領事団も領事官会議で交渉に応ずる態度決定を行ったとあるのがそれで

ある。但しこの場合，小田切が恰も発議者たる如き語調で報告しているのは，上述に於
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あ
ける劉張盛らの動きを，張之洞返電に「頃己電嘱上海道及脂溶堂」とあり，ベルギー外
　　　　　ヨ　
務大臣談話に「在上海白国領事ヨリ盛宣懐ノ談話ナリ連，南京漢口広東其他中央及南

部各省ノ総督二黒テ此際中立ヲ布告シ外人ノ安全ヲ保輩スルノ企テ有之，歩軍鴻章ハ仮

政府鵬聴込・以テ不旺海峡ラントス脂同日摺魑謡シタル由」とある

のにてらして苗際し難い。ここにいう「中立」の政治的意味は「単二当国及外国ノ態度
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
明白ナル迄ハ指定地二於テ戦闘ヲ避クルコト」つまり非戦闘地帯の暫時的設定という便

法措置のいみにすぎなかったようであるが，それにしても，当時の盛宣懐が小田切のみ

ならずベルギー総領事にも働きかけ李閣筆の仮政府樹立の動きすら洩らしていたことは

後論との関連に於ても注目されてよいであろう。然りとすれば，約款提起に至ることの

ありようは，危機の打開を「権に従うに非ざれば不可なるに似たり」とみた盛宣：懐が，

敢えて宣：戦の諭旨を無視して劉張李らの支持のもとに東南保護約款の締結を意図し，そ
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の順調なる促進のために清末中国をめぐる国際政治面への配慮にたちつつ交渉相手たる

上海領事団から日本の小田切領事を選んで活用せんとしたものであり，小田切も亦「本邦

二利益アルヲ信ジ」て之に積極的協力を吝しまなかったのだと解釈するのが妥当と思う。
　　　　　　　　　
　5月30日の交渉は，冒頭，余闘争が「仮令ヒ如何ナル朝曇アリトモ敢テ之二従ハズ章

程ヲ格守シテ平和ヲ維持スベシ」という強い意志表示を行ったのに対し，領事団側の反

応は，原則的には「若シ長江一帯地方ニシテ平静無事ナルトキハ各国共二異常ノ挙動ナ

キヲ断言ス」というにあったが，清国側から提示された章程草案を検討するに及び「不

祥ノ点多キヨリ到底之ヲ議題トシテ直チニ会議ヲ開ク能ハズトノ意見多ク」「何等確乎

タル協定ヲ見ルニ至ラズ」解散となり，翌6月1日の領事官会議に於て「両江総督及幅

広総督ハ其特派代表者二依リ管内二於ケル秩序ヲ維持スルコトニ同意シ，本官等ハ右総

督二士テ秩序ヲ維持スル限りハ之二干渉セザルコトニ同意ス」との確認決議を行いその
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
旨を上海道に正式通報するにとどまったのである。換刑すれば，清国側の起案にかかる

保護上海長江内地通共章程9条そのものは領事官側によって拒否され，唯，第1条に集

約された章程の根本趣旨のみが「秩序ヲ維持スル限りハ」という条件づきで承認される

結果に終ったわけであるが，然る所以には，第5条の賠償問題に列国領事の異議が集中
　　　　　
したこと以外に「若シ出来得ベクンバ両総督ノ管轄地帯事情ノ許ス限りハ上江福建広東

広西雲南四川等ヲモ中立地トナスノ仮処分ヲ施行スベシ」との積極的主張をもつ仏国総
　タユ

領事などが，この章程案を承認すれば「開港場に因て騒乱が起るときは支那官憲は其の

責に任じないのであって却って外国は総督等が外国人の生命財産を保護する限り其の管
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せ　
下に重て一切軍事行動をしないと約束することになる」と難色を示したこと，日本政府
　　　　　　　　　ユヨ
の小田切領事への訓令にいう「中央政府トハ開戦ヲ宣告スル以上ハ…兵略上昇二利益ア

ル場合ハ何時脂性テモ上陸若シクハ之ヲ利用スルノ自由ヲ有セザル可ラズ」とか「南清

一帯ノ地方総督ヲドフワクトガヴァメントト識認シタルノ嫌ナキ能ハズ」とかの理由

から「断然相互対等単票ヲシテ共商セシムルハ不可」とする如き国際公法上の疑義，或

は公使の版害に痛憤する独逸領事や適用地域の拡大をいうフランス領事に較べ唯「異見
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ナキ」反応しか示さなかった消極的な英国領事など列国領事側に内在する対清態度の差

異が纏綿していたからであろう。

　ところで，如上の交渉結果を不充分とみた清国側は，更に，余聯玩を通じて「将来ノ
状況（北方ヲ意味スルナラン）嫡・関セズ掴政府・於テ・暢子野鳩兵員・上陸セシ・ザ・レベ

シトノ宣言ヲ保チ，又劉張二総督猛煙管轄区域内二於テ条約ノ規定二遵ヒ外人ノ生命財

産ヲ保護スルヲ誓フ事二関シテ更二清国当局者ト各国領事トノ不二約定スル所アリタ
シ」との劉六一の暇無上輔席轟に送致した．だ・㍉・月・・詔の纏船
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
議はドイツ領事の強硬な異議に阻まれて劉専一の要請を拒否，つづいて盛宣懐からもた
らされた・月…の撒命令1乏舗す鰹lj坤一・・「・月27・（醒畠）当地糀綱領事

ト煙毒一畳張之洞ノ代表者トノ単二於テ締結セラレタル協定ノ批准二関シ関係各国政府

・・騨・経証式・礁ア・ン…鯉」する旨の動て腰嚢・月・・日華
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
の領事官会議に於てまたも独逸領事に峻拒されたため，結局，日英米三国のみが個々の
　　　　　　　　　　　　　らむ
立場に於て本国政府の承認を得，之を甲張両総督に伝達するということで落着を告げた
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のであった。

　以上が，保護上海長江内地通共章程の成立をめぐる劉坤一張之洞らと上海領事団との

交渉経過の概略であるが，要するに，この約款は劉張両者の切望にも不拘，領事団に．よ

る正式調印と各国政府の批准をうるには至らなかったが故に法的には全く不完全な協定

とせざるを得ない。然し，約款を貫く基本的政治目的は条件づきではあれ列国領事側の

確認を得たのみか日英米三国政府の批准的手続きをもみたわけであるから，この約款が

本来，破局的非常事態に対処せんがための権i宜の措置であった以上，その限りに於て，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うユ
丁張両総督の提案意図は事実上殆んど達成されたとみて大過ないであろう。

　であったからこそ，かくして一応の成立をみた保護上海長江内地堅甲章程は，爾後に

於ける北清の絶望的危機の深まりに反比例して，東南清地域に於ける急速なる蜘行拡大

となって展開し，長江流域蘇新内地の秩序維持協定から甲州通りの東南保護約款へと結

晶するに至ったのである。

　「閏漸総督半期巡帯解山東弾帯ノ秩序維持協定二加入方申出報告ノ件」なる小田切領
　　らヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さヨ

事報告には，右約款成立の直後，漸駅弁撫が同意を表し，山東巡撫嚢世凱と閾斬総督許応
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
験が同様処置すべく盛宣懐に打診してきたこと，、然し真世凱の場合は山東省に於ける独

仏関係から齪成立闘込みうすである・と・・伝え瓠齢綿誉翫「劉蜆帥来電

晶質」には勢の加入鞭かだ岬入も報ぜられているのであるが6月・8日華言「互相

保護約章」として成立する運びとなった閏甑総督許甲西の動きにもその背後には盛宣懐

礁懸耀いていた．即ち・月・日鳥道づけ盛盤の「調鰭輔峰1∫張瀦と

上海領事との交渉妥結を報じた後で「閾漸の海彊は同じく東南に在り，もし鈎処この弁

法に同ずれば即ち三明と電商し聯絡せよ，共に大局を保たん」と述べ，李鴻恩適当一張

蝿叩と醜のう一同一聯を費すべきを幽・月・・羅づけ「寄即言興国r

で具体的弁法を勧告しているのが這般の消息を伝えている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　かようにして成立した互相保護約章の全：文は

一　現在両江両湖両広安徽各督撫，与駐紮上海各国領事，商定彼此四相保護弁法，業経

各国領事，電達外部，照允立約籔字，今福建省亦照此議，与両江等省，～律：弁理

一　寄寓福建各国官商平群伝教洋人，所有身命財産，中国地方宮，情願偶力保護，．不使

有損，間門一体照照・

～　福建地方，倫有匪徒下墨意欲傷害洋人，中国地方官，即行認真攣弁，決不縦容

一　半解立約，係墨型相保護申外人民商務産業；各無相擾起見，応声明以後，不論北方

如何変乱福建地方肺野静思弁理

二　福耳地方，甚為．安静，中国地方宮，如能力任保護，則各国領事官，自応均允，詳解

各本国水帥提督，現在不必派兵船進口，以免民心驚疑滋生事端，至尋常評判兵船，暫時

来往，イ乃可照例弁理

一　質置各款が応請各国領事，電達本国外部存案，以手下重

一雌鰍応簿響町舗紙本将軍僧堂骨細町彫律・領袖纏署存
誌分，洋務局存一分　　　　　』　回・

一・�ｼ字義，如有未明晰之処，応以北文話准
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お
の8条からなっている。但し，福州領事豊島捨松報告によれば，この約款は第4条の英

訳交が不正確で英仏訳文も全文7条にすぎなかったが，各国領事とも「主意ニハ大差無

之トテ」「其儘記名野心」ものという。従って，互相保護約章も法的には杜撰といわざ

るを得ないが，それも実は協定成立に対する各国領事の消極的態度，詳言すれば，6月

・・日無罪・回欝回議の劇細領事・・伽種キ環・ズ」殊に原聯・条の

「福州地方甚為安静，中国地方官力任保護，所有各国兵船，現在地不必進口，以免人民

驚疑滋生事端」が「頗ル穏当ヲ訣ク」とされ，露仏独三国領事の異論で態度未決定に終

ったこと，だが，英国領事の斡旋で日米領事が原案第5条の刑除又は修正を条件に清国

側の提案綬乱酷虐，絶対拒否を表肌た独逸糠を除き，6月・4日興の第2回

領鮪会議で掴轟頒同を得；6月・8口紅の疎倶楽部に於ける「記名」をみ

るに至ったこと，加之，約章成立の列国側推進者たる英国領事ですら，内心はともかく

「特約条ハ之ヲ取結モ搾取結モ別二重大視スルニ不艶事ナレバ寧口之ヲ取結ビ以テ網地
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら　
方長官ヲ安慰シテハ如何」という斡旋態度でしがなかったこと等に起因していたからだ

と思われ，と．いうことは，逆に又，この約章に包蔵された清国側の政治意図が北方禍乱

の推移如何にかかわらず東南清地域の保全をこそ基本目的としていた消息、を物語ってい

ると解すべきであろう。

現地に於ける交渉醐始さ繍や，清国側は莇に6月・3日鋸上海道を融し野

卑総督許応験の名儀で上海首席領事あてに福建野江をも保護上海長江内地通共章程の適

期囲に略する旨を通組，ついで綻の鑑をみるや・月・日照の布桑「各

国寄寓閾省官商教士人等身家産業，三年本部堂与各国領事商明ゴ通力保護，無論北事如

何，閾漸偽照一律，各不相擾，以敦睦誼」なる趣旨を敷回して一般に暁諭すると倶に，

とくに，　「誠恐外来匪徒，．門跡此間，希図煽惑愚民，造門生事，・必須厳特配弁，置足以

示的野而資平坦」・と要望する処があったのである。一

旦に，光緒26年5月3・曙儀峰・∫坤一張芝洞の魏をうけた余聯ifit，盛宣1裏らの提

案による懸子町尽蝉程は6月・日空上海群団から協定鮨の原則的Ea認

を得た後6月瑚諸には閾朧即応駿と酬細領野と唖相保明勺章にま

で拡大されて，湖北湖南江西江蘇安徽早婚福建広東広西の9省にまたがる東南保護約款

となって結実し，ついで，6月25日紹づけ「両江口耀1坤一個騰蝸摺」で

　「臣等三乗各領事来商保護聖教呼時，曾筋江海愚母余事溌，与之訂定章程，焼野一帯

及蘇杭内地｝各国如不侵犯，我当照常保護，経各領事電商各外部，臣等亦電各使臣，向

綱膿声問魍珊珊購嗣儲旧慣，勘繍就範」（駆動韻交渉史料〉・
との事後報告が行われ，北京政府から正式承認をうけるに至ったのである。

　』北清の非常事態に対処して東南清地域を自己の管轄下に確保しつつ，外歩と内匪との

相互因果による致命的紛擾の誘発を防遇し，以て清末中国の全面的：瓦壊を圏避しょうと

する劉坤一張之洞らの反帝的防衛志向は，’彼等が秩序を維持する限りはという条件づき

ながらも列国の不干渉を領事官側に確約させ得たが故に，義和団の乱裡にある清末中国

策南地域の運命を帝国主義的分割支配から防衛せんがための公的保証をどりつけ得たと

い、う国際政治的意味に於て，・確かに無視するを許さぬ収獲があったとしなければならな
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い。従って，この約款のもつ政治性格は，形式上は東南互保つまり中外互相保護章程で

あったとは云え前述した仏国総領事の指摘についてのコルヂェーの説明の通り，実質的

・には所詮，東南保護約款であったと規定づけられて然るべきではあるまいか。

3　約款をめぐる劉一一と張之洞

　東南保護約款が一応の成立をみるや，張之洞は，直ちに，この約款が「相可審勢，保

全彊土」の諭旨を体した「保衛地方百姓身家性命之至味」であること，告示公布以後に

』於ける不祥事件は悪質デマや租界教堂襲撃暴徒は土匪会匪なみに，匪徒の騒擾には痛勲
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ
を，兵勇差役の擾害は軍法にてらして，それぞれ処断する旨を「切切特示」し，劉坤一
　　　　　　　　　　　
も亦，同様告示を発するとともに，その管轄地域を軍事的見地から，江海要隆地区，沿

1江港双地区，内地州県地区，准安徐州地区に区分して陸海両軍の大幅な改編補強と導出

整備を行い，更に安徽江西巡撫と軍事的連絡を緊密化しつつ「もし敵人の貿然侵犯する

あらば必ずや将士を激励して奮勇対等」し以て「聖主諄壽詰誠禦侮保彊之至意」に副わ
　　　　　んことを期したのであるが，約款成立前後の長江流域の実情がいかに陰にこもった不気

味さをみなぎらせていたかに出ては，例えば

　「漢口市内ノ民心ハ唯々戦々離々トシテ何時何事ノ起ランモ計り難シトノ凝念ヲ以テ

満タサレ少シモ腰ノ落付カサル有様ナリ，外国商店二軍ハレ居ル支那入ノ如キ夜中ハ其

．商店ヲ去りテ其家鴨帰脚部ソコトヲ乞フモノ次第二多ク，市中二野ケル貨物ノ売買バー

切現金払ニシテ信用取引甲介ンド行ハレズ金利ハ益々高ク金融ハ益々逼迫シ汽船ノ積荷

ハ上下共皆無ノ姿ニシテ何人ト難モ此行末ノ如何ヲ思ヒ煩ハサルモノナク，若シ之二加

フルニ本夏篭甲骨シテ農産物不作ナルが如キコトアラバ到底地方ノ安寧ヲ保持スル見込

ナク国内大乱二至ルヘシトテ大二杞憂スルモノアルハ決シテ偶然ニアラサルナク」と報
　　　　　　　　　　ら
．告された漢口の状況や，南京城内外に貼布された。

　「本軽々統神兵，不日由京到寧，軍将教堂焼去，次将電導山尽，郵政報房学堂，自当

一律掃浄，兵甲南京之後，平民不要虚驚，神兵逐尽洋人，従此天下安寧，兵丁一切食用

買売亦須公平，衙署今津不予，依然緻税徴金，平民不遵約束，立時明正典刑」という不
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

穏な匿名．文書，乃至は上海領事団による次の布告

　　Qwirlg　to　the　troubles　in　the　north，皿any　rumours　have　been　circulated　in

Shanghai　which　have　unsettled　the　minds　of　the　people．　In　their　ignorance　of　the

true　state　of　affairs　they　have　frightened　themselves　and　each　other　：and　irl　flee－

ing　home　wards　from　Shanghai　have　in　many　cases　fallen　a　prey　to　robbers．　We

the　Consular　Body　at　Shanghai　have　consUlted　with　the　Chinese　Authorities　regar．

ding　the　protection　of　life　and　property　in　the　neighbourhood　and　have　agreed　to　act

in　co－operation　irl　putting　down　any　disturbance　that　may　occur．　The　municipal

．council　holds　the　Volunteer　corps　in　readiness　for　the　protection　of　the　settlement

．and　our　war　ships　have　taken　up　their　posit互Gns　in　the　river　for　the　same　purpose　and

for　that　alone．　With　such　precautions　both　on　shore　and　afloat　and　with　the　Cardial
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co－operation　of　the　Chinese　Authorities．　there　is　no　reason　with　the　troubles　in　the

North　need　spread　into　these　Parts．　There　is　no　cause　for’alarm　and　we　hereby　give

notice　to　all　that　the　preserlce　of　foreign　men　of　war　in　the　river　is　only　a　measure

of　precoution　for　the　protection　of　the　settlement　and　that　there　is　rlo　foundation　of

truth　in　the　idle　rumours　with　which　many　persons　are　now　exciting　themselves．

などを前節でふれた長江会党の動静に併考すれば容易に想見出来るであろうし，従って
　　　　　　　　　　　　　　
劉張両総督が「寝食ヲ忘レテ」対策に腐心したというのもあながち失当の単果ではなか・

つたであろう。

　この聞に処する劉張らの動きとしては，①北京政府に対しては義和団を邪教乱民土匪

野盗と断じてその即滅を祈望しつつ同時に李磐田の速やかなる起用による和平措置を要
　　ら

請し，②日英米三国をはじめ各国にむかっては南清督撫の抱く平和維持への決意を表明
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アむ
して諒解工作を試みる一方李三章の北上まで宣戦布告を行わぬよう懇望し，③七三両者

と李鴻章の間では栄禄との連絡のもとに北京政府の現状を圏して二三三Eの独裁政治と断

定して「国家ノ秩序平常二復シ西太后皇帝が其ノ権力ヲ回収スルニ至ル迄ハ縦令ヒ詔勅
　　　　　　　　　　　　　　アエ
ト雛モ遵奉セザルコト」の申合せをなし，④各自総督の管轄地域に診ては劉坤～の塩聚
　　　　ア　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アヨ

徐雨虎対策や上海知県の取締り告示に伺知出来る通り懸命な治安対策を講ずるという和

平志向に貫ぬかれた内外に亘る多角的活動の展開が指摘されるのであるが，そうした彼：

等の態度は東南保護約款の成立をみるに及んで更に確乎たるものとなっていった。

・月…魑づけ瀬川一結陰「張踊繍・嬬一北方・方全テ仮令・姻・戦

端ヲ開クトモ揚子江岸各地ハ泰然トシテ独立シ外人ヲ保護シ其平和ヲ維持スルヲ以テ大

主義」としていること，特に張二六が「如何二北方ノ形勢ハ変ジ行クトモ南方二於テハ

飽迄外人ト親和スルヲ以テ主義トシ此主義二二テ南北相一致セザルトキハ南支那ト北支

那ハ相分離スルトモ此主義ヲ貫徹セザレバ止マズトノ意気込ヲ抱キ居ルモノノ如クニ相

見へ候」ことを伝え，且つ劉張両者が「匪徒平定外人保護ヲ以テ其宗旨トナシ」「丁田．

義ヲ貫徹スル為メ同一ノ：方向二従ッテ針路ヲ取」つた点に注目しているが，劉張両者の

かような態度が対外的に「此際揚子江岸ノ地ヲ諸外国二占領サレン事ヲ最モ恐レ居候如．
　アさ

ク」とみられる防衛意識を底流せしめており，それは裏返えせば「外国兵ノ揚子江二進
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
入スル時機ハ七二総督が外人保護ノ責任ヲ卸スノ時機」という反帝的抵抗決意に外なら

なかったことは贅言を要しないとして，とりわけ，我々の関心をひくのは「栄禄等ト相．

結托シ時機ヲ見テ光緒帝ヲ宮中ヨリ救ヒ端郡王一派ヲ排斥シ兼テ今般ノ事変後協同一致

ノ運動ヲナシッッアル山東面面衰世凱両広総督面面章等ト共二面ヲ合シテー大革新ヲ実
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
行脚ントスルノ意アルニアラザル鰍ト想像」される「革新」志向を内在せしめていたと．

いう事実である。

　劉坤一の抱く内政志向については「劉総督ノ信愛スル」前上海関道察鈎を通じて

　「劉総督ハ北方ノ事変鐵定後端郡王剛毅董福祥等ヲ相当ノ懲罰二処スルノ必要ヲ認メ

且ツ政府二栄禄及同臭味ノ人物ヲ糾合組織スルノ可ナルヲ称道：セリ，劉総督ハ事変識定

後ハ皇帝ノ親政ヲ仰グ意見ナルモ之ト岡時二皇太后ノー身二対シテハ何人ト錐ドモ容易
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二手ヲ下サレザル事ヲ希望セリ，蓋シ皇太后訓政数十年ニシテ恩．ヲ樹ユル深ク沢ヲ敷ク

広シ，今日当国ノ重職二在ル不一トシテ太后ノ栽培ヲ蒙ラザルモノナシ，若シ万一太后

ノー身二対シ不羅ノ事アル時ハ人心ノ動揺ヲ来シ事変ノ醗醸ヲ見ン為メ総督二於テハ此

希望ヲ有スルモノナリ，劉総督ハ皇帝皇太后ニシテ端郡王ノ為メ幽閉セラレ又両宮ノ身

二対シ匪徒危害ヲ加へ或ハ皇太子新粉ニ帝位二上ル場合ニハ政府ノ命令ヲ遵奉セズシテ

相当ノ処置ヲ執ルハ論ヲ侯タズト錐ドモ，万一端心力等が皇帝皇太后ノ名二於テ総督ノ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アみ
職ヲ免スル如キ事アラシメバ総督ハ自身ノ進退甚ダ困難ナルヲ感ズル」旨が小田切領事

に伝えられ，張之洞の「真意」に関しては，二口領事が道台爽良から「総督ノ極意ハ此際

現政府ヲ打倒シ純然漢人ヲ以テ新政府ヲ組織スルカ或ハ岡焼ヲ以テ中央支那ノ独立ヲ計

ルカノ黒点ニアリシが結局今少シク北京政府ノ真意ト京畿ノ実状ヲ明カニシタル上三ア

ラザレバ処決二便ナラザルモノアリト，今其一ヲ聞クニ張ハ現政府執権者舳先ヅ論外ト

シ李鴻章王之春ノ露二結托ノ縁ハ玉桂於テ絶タント欲スルモ絶ツ克ハザルモノアリ，褒

世凱ノ表裏反覆常ナキアリ，李棄衡ノ頑迷専意排外的ナルアリ，而シテ此等二附随スル

モノ随分彩多ナレバ最：モ慎重周密ノ計劃ヲ要ス∫故二今後ノ再会二二テハ是非小官二会

見・望ム」という・肚旬蛋の娼・於ける号長之蘇賓鐵の秘晶晶うけて・・

るのが，当面，恰好の手びきとなろう。

　何故なら，この二報告によって我々は，①劉張両者が端郡王政権の全面的否認に就て

は完全に～致してはいるものの，②樹立さるべき新政権のありかたに関しては∫（イ）劉坤

一が西太后の安泰を必須条件とした光緒言の親政による改革という清朝支配体制の修正

．派旧藩持論であったのに対し，（ロ）張旧恩の場合は北京に於ける漢民族政府の樹立か，華

中に於ける漢民族独立革命の実現かという清朝支配体制の否定的志向にたつ民族主義的

急進論であったが然し，結局，北京政局の推移と東南清督撫の複雑な政治動向とを慎：重

・に静観することに決定したという注目すべき事実を指摘出来るからである。

　然かも，当時一般に「北部二於テハ端郡王及剛毅等ノ下二排外守旧ノー団体ヲ作り，

南部輔養テ一且張等ノ下ニー団体ヲ作ルニ立至り七時旧派ク行ク此等新旧二大団体ノ衝
　　　　　　　　　　　お　
突ハ免レザル事ト相信シ候」とか，七島干陰森北上の動きを目して「南部諸総督ハ此際

北送ノ兵士ヲシテ機会ヲ見計ラヒ光緒帝ヲ救出サシムルノ計略国玉テタルモノ鰍ト被存
　　ヨユ

候」とかの外部観測が公然と行われていた客観情勢であったことを思えば，右にいう血

忌両者の真意のありかたは，前掲の瀬川領事報告にてらし捨て難い機微の消息を伝えて

いると判断されるのであり，とすれば，起義を劃策しつつあった自立軍グループが劉張両

者に対して後述の如き働きかけを試みるに至ったのも蓋し所以なしとしない。換画すれ

ば，東南保護約款成立前後の劉坤一張之洞とくに張誌面は，長江流域を根拠地として北

京に対抗する漢民族独立革命政権め実現をも密かに企図していたというのであるから，

当時の危機情勢に鑑みれば，約款提起にまつわる彼等の政治意図には清朝政府への絶対

忠誠のためと云わんより，むしろ，北清は列国に蹉繭され終ろうとも東南清地域だけは

帝国主義的分割支配から防衛して清末中国植民地化の悲劇を回避したいという反帝酌民

族抵抗志向が底流していたとみて宜しいのでは．あるまいか。少く共，張之洞の場合はか

く解釈して然るべきであろう。にも不拘，尊母両者が，結局，自立軍グループと明確な
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　　　　　　　き　
一線を劃する方向へ踏み切るに至ったのには，東南保護約款をめぐる日英両国をはじめ

とする国際政治面からの外的影響の介在は七絶にゆずるとしても，戊戊政変以来の劉張
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
両者の政治的ありかた，例えば，所謂立儲廃皇事件の場合や近衛篤信「張総督再会見
　　　　　　　　　　　
記」にいう高張人物批評，乃至は清晶晶にいう

　「劉坤一高為義不終者山鼠也，李鴻章者依違両三者也猜也，張之虚者敢南無高曇也晶

晶，是三人者，一則一点不足，一則忌避太熟一則心術三山，心術最壊者其為賊不易見
鋤・の品評を，張軒九録欝隔普」26年・月の条に

「与眉掃愛盛面傷厳命一覧議毒忌張二漉油薗余閣言旨劉簾後蕪

訴訟三者，劉猶予，復引回閥，両宮将幸西北，西北与東南敦重，余日，無西北不足以存

東南，為山名不足以存也，無東南不足以存西北，為其実不足以存也，劉塚然日，配点夷，

告某客日，頭高姓豪物，即高議，電面詰張，張応」とある劉面一の東南保衛態度や，小
　　　　　　　　　　　　　田切領事「劉張二総督ノ進退」が「張総督ノ身二関シテハ種々ノ風説アリテ過般モ其筋

二対シ長江保護ノ約一本ト臣ノ意ニアラズト上奏セリト云ヒ，又同総督二親近ナル人物

ヨリ総督ハ皇帝皇太后ニシテ世二在ル時ハ如何ナル上諭ヲモ遵奉スルノ意思ナル旨聞キ

タリト云フ者アリテ総督ノ心事何トナク浮動不定ナルが如シト難ドモ是レ憲章総督処世

ノ方針卜憂国ノ衷情ヲ解セザルモノナリ」と張之洞の微妙な心境にふれつつ「蓋シ総督

ハ自己ノ進退ハ自国ノ浮沈ト関係アルヲ知ルが為メ無知大臣ノ舌鋒二罹リ頑愚御史ノ弾

章二逢ヒテ自己ノ地位ヲ失脚スルヲ憂フルコト殊二切ナリ，是ヲ以テ政府二対シテハ往

々空言ヲ敷衛シテ自己ノ地位ヲ血忌ニスルノ方針ヲ把リ，他ノー方二於テハ自己ノ所信

ヲ漸ヲ逐ヒ施行シツツアルハ過去二於ケル総督ノ処措二瀬シテ之ヲ知ルベシ」と好意

的説明を加え，だが「此二年間二於ケル総督ノ名望遍カニ劉総督二及ハザルモノアルハ

是レニ職由スル」ことを認めているのに考量すれば，劉純一の政治的発言力が強くリー

ドしたものとみて大過ないであろう。

　とは云え，北京の危殆が目配に迫ると劉張両総督の焦慮は深刻となった。この閥の事

情は，7月1Ei，劉坤一，張之洞，許応験，奎俊，善聯，紳吟布，徳寿，臨海篶，劉樹

堂，王之春，衷世凱，轟緯漿，山方の連署で∫李鴻章に交渉金権を委ねて「画一」対策
　　　　　　　マ
あるべきを奏消した際に

　「就近在上海与各国電請，籍探消息，出島意向，面責進兵，何国有隙可乗，即由何国

入手，総以間敵凸面国難安両宮為主」
　　　　　　　　　　　　　
とうったえ，又，瀬川領事が「北京ノ形勢如何ニヨリテハ南部各地ノ民心モー時二動揺

ヲ起ス」ことを懸念しながら「張総督ノ如キモ此頃来聯合軍北進ノ状況ト皇帝及皇太后

＃二諸外国公使ノ安危ヲ思テ非常二頭脳ヲ悩マシ連夜殆ンド安眠シ能ハサル程ナリトノ

事」と活写している処からも探り得られるが，7月21日の北京陥落という最後の関頭に

追込まれるに至って，遂に，劉張両者は重大決意を固めざるを得なくなった。

かくて，・月22日器二二両繍ま上澄籍魍簿酌かい

　「英法俄徳美H本各国領事，頃接燗台電，聯軍十九拠通州，「擬攻東直門等語，1査現在

拉未得俄両宮出京確信，如聯軍果攻京城，蔽宿所至，勢必震驚宮禁，万一有意外之危険，

全国人心憤激，，従此将不知禍之所止，況南方保護之局，各督撫均係奉旨弁理，憾各国不
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顧二宮，則何以処南方之二二撫，四望貴領事飛電三軍各兵官，切実言日明如何弁法，万万

不至驚震我皇太后皇上之実拠，使南方各回撫及各省民心不至激成大変，務望二十四点鐘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　89
内電復，万急1至醗，劉三一張之二二二十二日」

　と「万万わが皇太后皇上を震驚するに至らざる実拠」についての即答を「個喝」的に

要求するに至ったのである。
　　　　　　　　　　　　　　
　この電請は当時小田切領事が「一ハ万一聯合軍ニシテ清国皇太后及皇上ノ身上ヲ顧念

セズ不慮ノ変アルヲ見ル目凹ラバ南方各総督巡撫バ外国二対シ戦ヲ開クベシ，換言セバ

ニ総督ノ「アルチメータム」トモ見ルヲ得ベク，ニハ南方ノ諸総督及巡撫ハ事変発生以

来全力ヲ注イデ民心ノ鎮撫ヲ計り在留外国人保護ノ任二当レリト錐モ若シ皇太后皇上ニ

シテ不慮ノ変二遭遇セラルルコトアラバ南方ノ民心ハ為メニ大変ヲ激成シ，延テ在留外

国人ノ性命二危害ヲ及ボスコトアルモ彼等二於テ其責口任ゼザル旨ヲ予告スルノ意ナル

ヤモ測り難シ」と二様の解釈をくだしたのに徴しても察知される通り，如上の経緯をへ

た劉張両総督のまさに捨身の反帝的抵抗姿勢であったと評価出来よう。

　翌日，右の要請にこたえて日本政府から両宮保護の保証をうけると，劉張両者は之に

感謝の意を表しながら

　「英法俄徳美日本各国総領事，昨電請貴総領事，飛電聯合軍，野里震驚両宮，急醗両

日復電，係天下臣民四切紛望之意，並無他意，頃接出使大臣電，各外部語意均甚好，国

国出使日本李大臣電，日本政府己允保護両宮，思想各国篤念邦交，用意亦当相岡，是両

軍可以平安，南方各督撫聞之万分感慰東南保護之約，各督興野当尽力自任，請速電貴
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ国政府知照葦子，劉坤乙張之洞同輩，二十三日」

と前日の電請の真意の釈明と東南保護約款の誠実な履行を表明し，ついで26日には各国
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ
政府に対しても同様釈明すべく駐派公使あてに打電する処があったのであるが，以上に

よって，聯合軍の北京占領に最：後的決意を固めた劉張両総督捨身の切札が，外ならぬ東

南保護約款の遵否如何，つまり，列国による早緒帝西太后の安泰の保証と引換えに東南

清地域の秩序の維持を列国側に確約するが，然らざれば東南諸借上の正式開戦か，又は

一般民衆の反帝的排外暴動を以て報いようとするにあった点は否定すべくもない事実で

あり，ここに東南保護約款は，列国聯合軍の帝国主義的外圧によって清朝の命運まさに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エ　
風前の燈という劇的瞬間に於て既得権益の保持に汲々たる英国はじめ帝国主義諸国の虚

をつき，その包蔵する政治的本質を最高度に発揮するに至ったというべきであろう。

　保護上海長江内地通共章程や互相保護約章の具有する所謂東南互保の政治的意味は，

それが単に東南清地域に於ける政治経済的「中外三相保護」を企図していたということ

以上に，究極的にはかくの如き清朝それ自身の存亡の運命に直結していたという側面に

於て把握されねばならないと思う。

　そして，劉張両者の真摯な約款遵守の結果は，事実「抑モ劉張両総督が今日揚子江筋

ノ重鎮トナリテ諸外国ノ信用ヲ博シ居ル所以ノモノハ今夏以来一旦宣言セシ宗旨ヲ確守
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
シテ揚子江一帯ノ土匪ヲ鋼定シ能ク外人ヲ保護セシ結果ニシテ」と賞讃される迄の成果

を示したのであった。

　然りとすれば，義和団の乱を北清事変の規模に喰いとめ得た一要因として，東南保護



No．　9 東南保護約款について 33

約款が演じた政治的役割の比重には，確かに我々の無視すべからざるものがあったとみ

て宜しいであろう。

　然かも，この場合，とりわけ注目に値する事実は，この東南保護約款が自立軍起義弾

圧のための政治的支柱となっていたと見倣しうる点である。

「融の勘，癖直繊は北京陥落後7日の光緒26年7月28曙鷺，張之洞らの弾

圧のもとに首謀者唐才常以下20数名が処断されて事前に敗れさった事件であるが，東南
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を
清寒雨を通じて公示された査翠自立会判示，上海道を介しての在野各国領事に対する富
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら
有業会聯碁立会徒姓名の通報と捕縛協力の懇請，留日学生界を対象とした駐日公使あて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

勧戒上海国会及出洋学生交の送致，駐英公使に対する南洋華僑戒筋令，英国外務省に対
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
する新嘉披香港総督と駐清領事の半挿査禁協力かたの要請など，北京政府が即時に厳重

な取締態勢を暗いたのに徴しても，この事件が清朝側にとって如何に深刻な衝撃を与え

たかは想見するに難くない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　但し，自立早起義の経緯については，貧しいながら私も曾て考察を試みたところであ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エ　
り，最近は文，「梁尊公先生年譜長編初稿」に起筆をめぐる康梁派の動きに関する新史

料が可成り豊富に収録されてもいる様であるから，ここでは唯，当面の課題との関連に

重て，張耳翼らとのむすびつきに焦点をしぼって論及するにとどめたい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ　ユ
　自立軍グループが張国幣劉坤一に働きかけた事実は，宗方小太郎の東亜同文会鞍馬信

に「支那事件モ大問題トナルベク容量同志ハ注康年ヲ密使トシ劉坤一張之洞二軍キソノ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ　
版図二割拠シ都ヲ武昌二移サン事ヲ計画中ナリ」といい，瀬川領事報告に「上海ニハ革

新主義ヲ懐抱セルー味ノ党派アリテ曾テ南方総督ヲ遊説シタリトノ事ナルモ李申越ノ如
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
キ何レモ冬型ヲ容レサリシ由ナレバ」とあり，且つ，黄中質「男呼」第二章沈蓋之略歴

及庚子事変の叙述や清史紀事本未「自立軍之失敗」乃至は薦自由「中華民国開国前革命

史」第11章の「上張独立之破裂」に輝輝すれば否定すべくもないところであり，その時

期も光緒26年5月末から7月初めにかけてのことと思われる。

　とすれば，前述した二口領事報告にいう張之洞の「真意」なるものが，自立軍グルー

プとのこの交渉事実に無縁であったとは到底考えられないし，又，両者が結局「狐疑莫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ　
能想定，才塁壁之洞無復可望，乃示絶於薄樺」となった事情も，張耳蝉自身に就て云え

ば，恐らくは6月7日から17日にかけての武昌に於ける朱筆沢，爽良ら張総督幕賓秘密
　エ　ら

会議の結果であったに相違ない。のみならず，張之洞の自立軍グループに対するかかる

態度決定には策南保護約款をめぐる列国とくに日英両国の対清動向が大きく影響してい

た事実を逸し得ない。

　既述の通り，約款の正式批准が展張両総督の切望にも不拘，上海領事団に拒否された

のは6月11日のことであったが，この間に於ける劉張両者の政治的苦慮に就ては今更再

述を要しないとしても，張之洞に於ける如上の「真意」のありかたは，時期的にみて

も，この東南保護約款の批准にからむ事情を抜きにしては考えられない。然かも，自立

軍起義には戊戌政変以来の因縁から日本朝野につながりをもつ感嘆派が指導勢力として

活動していたのみか，康有為には更に英国との結びつきも推測され，げんに「向海外華
僑騨酔譜ll置のうちに姻の援助を即す・旨をうったえてい・箭であって
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みれば，張之洞にとって日英両国の対清動向は自立軍起義との関連に於ても由々しい関

心事であった筈であり，自立軍グループや孫文派の動きが長江会党と不可分に結びつい

て恐るべき現実を醸成しつつあった以上，劉張両総督が内擾と干渉とを一体的に把握し

てその対策に苦慮したのは洵に無理からぬものがある。

　とすれば，日英両国政府から友誼的に保護上海長江内地通共章程に関する正式承認を

獲ち得たという事実は，彼等にとって国際政治面に於ける貴重な成果と云わねばなら

ず，同時にそれが張之洞の対清朝，自立軍態度決定のための：重大な外的要因たり得たわ

けである。そして又，厳に私は，劉十両総督が盛宣懐を介してかねて面識のある小田切

領事を約款提起のための列国側の協力者たらしめた外交的意図の一根拠を見出したいの
　　　ア
である。

　かくて，爾後の張之洞は，瀬川領事の所謂「李鴻章ノ如キ劉坤一ノ如キ張之洞ノ如キ

何レモ深ク皇太后ヲ崇敬致居候下伸専有為ノー派心拍フニ及バズ上海ノ新党派ノ如キ蕾

二皇太后ヲ崇敬セザルノミナラズ木戸此人ヲ政治界外二接着セントスルノ希望ヲ抱キ居

ルモノナレバ彼等革命党ト南方総督上智二此大方針二関シテ同一ノ進蕗ヲ取ル事能ハサ
　　　　　　　　ユ　
ルモノト相信ジ候」という方向，つまりは，劉坤一と同一歩調にたつ東南保護約款の誠

実なる遵守へと踏み切り，遂に「張之洞及劉坤一力右等暴動鎮撫ノ為メ挙行シタル厳重
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エロ　
ナル措置二男リ揚子江沿岸ノ地方二於テハ最早紛擾ノ虞ナカルベシ」という自立軍起義

弾圧の当事者たるに至ったのである。

　事情かくの如くであったとすれば，事件直後の清学報が

　「甲張之愚者，巧処乎新型旧之間，善存子中与西之際，弥縫干着与后之事…（中略）

…其本源専為保富下貼将家之私，其附会遂幾聯帯滅中国殺人民之事，・蓋好人予予，無耽
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユエ　
之極，巧詐之甚，至即妙三隅而無事復加撃」とか
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユユユ
　「政変以来至今歳北京国後甲張之洞，乃栄禄諸人之嬰人，而守旧朝廷之奴隷也」など

と，殊更に張之洞を論難してやまなかった所以も首肯されうる処である。

　西太后政権の絶対否認のうえに光緒帝の戸立による立憲君主政体の「新造自立之国」

を東南清地域に樹立しようとした保皇維新の自立軍学義は，日本の倒幕運動に自らを比

定した唐才常の企図も空しく，北京陥落の直後に於て，東南保護約款に支えられた糊張

両者の

　「各省人心不靖，会匪伏葬，時有早雪，兼之康有為党羽，分布各処，造言煽惑，尤属
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユユ　
賢慮，臣坤一之洞，聯絡野戦撫，端力防壁，軽挙随時撲滅」

という興る処なき弾圧の前にあえなくも潰え去らざるを得なかったのである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9

　　　　　　　　　　　　　　4　李鴻章の動き

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ　
　両広総督殖産章に対して，徳寿を後任にすえ迅速に北上すべき諭旨が伝達されたの

は，光緒26年5月・9鰐雛，の・とであったが，醜樽鰯季郵あて李鴻章の
　　　　　　　　　エエユ
「各国公使へ伝達方依頼状」によれば，当初，早撃章は6月1日，エムプレスオブィン

デア号で香港から呉湘に赴き，そこから招商局汽船広利号で北上する予定であったらし
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く，事実，5月21日葺昌広東を出発，翌22日，香港総督ブレイクを訪問，2時間に亘っ

て北上後の列国交渉に関する打診を行い，ブレイクの広東総督留任勧告にこたえて勅命
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユさ
には違反出来ぬこと，広東の治安維持には後顧の憂いがないこと等を告げたというが，

その直後，突如として予定を変更し，山東巡撫蓑世凱を通じて広東在任を希望，・北上見
　　　　　　　エエ　
合せの態度にでた。然し，留ること1カ月，6月12日，北洋大臣直隷総督に任命され猶

予する・となく北上すべきを舗翫るに及び，心証章は6月・・日摺招霜融鴨
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ　
で広東を出発，翌22日，香港総督ブレイクに挨拶，25日上海に到着したのであった。と

ころが，この高息章の北上に対する英米側の反応は極めて冷淡で，上海到着当日，在留

民の出迎者が皆無であったばかりか，李鴻章排斥運動の企てすらでるという嫌悪ぶりで

あった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユユ　
　小田切万寿之助領事はその理由について

一　李総督ハ過去数年間何故力英人二対シテ反抗ノ態度アル二

二李総督が両広総督トシテ永ク二二ノ：重鎮二坐シ同地方ヲ鎮撫スルノ適任タ「ルニ朝命

ヲ奉ジテ北上スルハ英人二於テ不快二三ズル事

三　李総督ハ直隷二転任セリ而シテ直隷ハ目下交戦地目ルヲ以テ総督二対シテ礼遇スル

必要ナキ二

四　李総督ト屡次会見スル如キ事アル時ハ劉坤一等ノ猜忌ヲ来シ南方ノー致ヲ破ルヘシ

トノ想像ヲ懐ク事

の4条をあげ「少シク偏見ノ嫌ナキニ非ザルカ」と批判しているが，三についてはとも

かく，一と二とに就ては李三章が栄禄三世凱らと緊密な連繋があり，且つかくれもない

二丁派であった点を，当時の北京政府が主戦派たる端郡王一派に占められていた実情と

清末中国をめぐる英露の対抗関係に考量すれば理解に困難ではなく，四については後論

のうちにその具体的意味が聞明されていくであろう。さて，上海に到着はしたものの，

李灘は鯨蠕の聾さを諏したため，・月27日紹の北四脚も不拘，・鍛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ　ユ
を観望すべく折からの病気を理由に暫く上海に滞留することにきめ，その間，7月13日
箔の和平交三三臣の齢をはじめ数次に及就踏薩も黙殺して「先1訥匪，
　　　　　　　ユヨヨ
二二外妊」の路線を堅持しつつ，6月21日と28日の上諭に則して四個条の「共簿補記之
　　　　　　　ユ　ユ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユあ

策」を劉二一と会奏したり，日本を動かして列国に停戦和議をよびかける等劃策する処

があったのであるが，7月21日の北京陥落を契機に二言章の態度は一段と積極化し，日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
本側の態懸によって慶親王栄禄李鴻章劉坤一張之洞を全権とする和平交渉を提案し，自

らも8月15日づけの「俄艦に借乗して天津に駿冒すべし」という電諭と17，19日の二面

を訳業て，遂に・月・・日器安平号に脈認むけ騰を螺27日・・は一領
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エ　
事のみの出迎えをうけ，露国軍隊護衛のもとに天津：に到着，講和準備を整えた後，閏8
月・8・｝1昌北京に瓢ずここに愈・紐和議淋舳議事曜にのぼる・ととなった

わけである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ　
　因みに，李鴻章の上海出発をめぐって注目されるのは，小田切領事の詳細な報告の如

く，日本政府からの自重要望にも不拘，李鴻章が北上の牢固たる意志表示を行い，然か

もそこに「露国ノ後援ヲ侍」む李鴻章の心情が明白に看取された点と，李鴻章の北上護
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衛のため呉瀬に露艦が繋囚され，李鴻章自身，盛宣懐察釣劉学詞らの調諌を馬耳東風視

していた処，劉坤一から日本軍艦の護衛が妥当である旨警告された結果，出発直前に至

り英国旗をかかげた安平号で太沽にむかったという点である。このささやかな現象のう

．ちにも，我々1ま，北清事変をめぐる列国間の相互矛盾の微妙さと李玉章と露国との結び

つき乃至は，東南清幽影写に於ける劉坤一の声望をよみとることが出来るかと思う。

　さて，如上の李凝血の動静過程にあって，就中，重要なのは李鴻章と香港総督プレイ

　クBlakeとの交渉事情に就てである。

　というのは，両者のかかわり合いのしかた，殊に香港総督の李鴻章広簾留任勧告の態
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ　度には，その背後に面魂の所謂庚子恵州の役の一環たるシンガポール行の動きがからん

でいたとみられるからである。

当時・孫交は同志と側・5月12日面付1兵を蝋様身は醜，西翠へと帯したの

であるが，宮崎寅蔵，内田良平，面心幸七郎の3名は孫文代理として香港から広東に赴
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ　き，李鴻章代理たる劉魚燈旬と所謂狐狸の凹し合い交渉を試み，軍資金数万をせしめて香

港に引返えし，平山周，陳少恩らと打合せた後，康有為との合作実現のためシンガポー

ルに急航したのであった。

　ところで，何故，宮崎らが劉選言旬と密会するに至ったかと云えば，その直接動機は等

長の日本出発にさきだち大学言旬から李鴻章が広東独立計画に孫文の協力を希望している

から至急来寂して欲しいとの招請があり，之に対して孫文が李回章の真意を疑倶したの
　　　　　　　　　　　エ　
によるのであるが，濡自由によれば，ことの由来は香港議政局員で蟹草の知己たる御鉢

が，総督ブレイクと協議のうへ，中国日報の陳少白に対し義和団の乱に乗じて懐中会が

李鴻章と結んで両広の独立を畑島すべきを勧め，その方法として孫交らが香港総督に援

助懇請の陳情書を提出，その意を含んだブレイクが李鴻章に両広の独立を促すと同時に

孫文を紹介して李孫の提携を策するという提案を試みたのに始まるという。

　国父全隼「函札」所収「致香港総督歴数臨摸政府罪状並擬訂平治章程請転商各国欝成

書」がその際の陳情書であるが，該書の内容は十数年来後患を杜絶すべく「変正を力

謀」する処のあった孫交が，義和団の乱に獣心を焦慮しつつも勢力微弱にして奏効し難

きを恐れ，且つ北京政府の頑冥と爵号の日和見態度とに些かの：希望をも持ち得ないとし

て，中国保全への友誼と布教通商上の緊密さに鑑み中国改造のために英国の支援を懇請

したもので，内に反側なく外に邦交を固くするならばその利益は蕾に中国のみではある

まい，英国の慎裁を望むといい，然らざれば，民衆は失望の余り「自謀」を策するに至

るであろうが禍変は垂直し難い，時機失すべからずであると述べ，ついで「満政の的確

罪状」に就て，積弊8条一任用私人，屈俊傑，尚詐術，贋邦交，嫉外人，虐民庶，仇

志士，尚残刑と凶頑10条一謳胤変，挑辺環，仇教士，害魚商，牧使命，背公法，職忠

臣，減債帥，忘大徳，修小息，を説いて「我が南要求治の枕はまことに之がためなり」

と憩えて，いまが中外安危，満漢存亡の危機であり，求助を熱望する旨を繰返えし最後

に平治章程六則をあげて英国が同志の各国と協議のうえ速かに賛成の回答あらんことを

麹企してやまぬと結んでいる。

　所謂平治章程六三とは
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一　遷都於適中之門

門　於都内立一中央政府丁丁其成，於各省立自治政四半野分理

三　公権利於天下

四　増文武官二

五　平其政刑

六　変科挙為専門之学

からなっており，両広独立の観点からすれば第1条で南京階上を首都候補にあげている

のは些か合点し難いものがあるとは云え，第2条に立憲議会体制下，中央政府は首班に

民望ある人物をあげて陸海軍事権と外交権を掌握させ，地方政府は中央派遣の総督を首

班として国税収入の一部を国庫納入とする以外悉く中央政府の肝胆をうけぬ仕組みと

し，中央に外国公使，地方に総領事を臨時顧問におく点，第3条で関税収入や鉄道磯産

船唄商工業諸利権の分沽と教会宣教師旅店の保護に言及している点などが，英国の積極

的援助によって東南清地域に民族共和革命を実現せんと企図していた当時の孫文の政治

志向を示唆するものとして留意されてよいであろう。

　かくて，右の陳情書を受理した香港総督が直ちに群雀章と数次の折丁を試みた結果：，

前述した劉呪言旬の孫文あて招請状の発送をみたわけなのである。

　とすれば，5月22日の李鴻章ブレイク会談とその直後に於ける李鴻章の突如たる北上
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら
予定の変更という動きのかげに，宮崎下天の所謂「蓋し○○（総督のいみ）の意以為ら

く，平平にして吾が薬籠中のものたらんか南清の事患ふるに足らず仏国の機先以て制す

べし，而して之を為すの法は李を抱き込むに如くはなし，若し李にして之に応ぜんか反

抗運動を試みるものは秘密結社なり，是に於て野獣逸仙を抱き込むの必要あり，李と孫

とを握手せしむるの必要あり，若夫れ李と孫にして握手するを得んか～兵に蝶らずして

両広を独立せしめ自ら其上に立て駕御するを得ん」という香港総督の「新機軸の考案」

がひめられていた事実を否定出来ないであろう。

　但し，この際の李鴻章が果して薦自由のいうが如く「港督向之提議広東自主計劃，意
　　ユ　
頗為動」であったか否かに就ては疑問の余地なしとしない。

何搬らば，廻章は6月22輪恥港縮脚・北上の決定を糊して上海へ赴いたの

であるが，「三十三年の夢」（大本営）には，シンガポールでの康有為との合作に失敗した下
交，宮崎らが6月・・日謂香港・・引返え・，13嘉中にあって四四をね殖・蜥の一

情景のうちに，その模様を孫交の言葉として「李遂に情に堪えずして今日を将て北上の

途に就んとす，／乃て○○（総督をさす）は之を此処に拒してその行を止めんと欲し，今

日十一時を期して李と密会を約せり，故に李若しその行を止めんか吾も亦保安条令を解

いて上陸せしめ共に密議を凝したきことありとて，昨夜半人を遣はして其意を漏らし以

て吾が上陸して密議に列するを諾するや否やを闇へり」と伝え，ついで「夕刻に到って

報あり，日ふ李は一先上京するに決せりと，また～場の夢となれり」と李鴻章ブレイク

会談の失敗に就て叙述しており，然かも，李鴻章のかかる態度決定の政治的要因には，

保護上海長江内地通共章程の成立とその推進過程に外ならぬ李鴻章自身が参与して劉張

両者に協力するという動きが介在していたからなのである。
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即ち，敦舩蠕「電稿ll」所収の盛京常州無規堂縄並舗洋器寄難
癖乱撃祖堂縄轍舗櫓脚編召，鯨堂縄鋸，とくに証醐来電鋸の
　「北直己経魔欄，南方必須蝦鎖，所有長江一帯地方，坤与香帥，力任厳弁匪徒保護商

教，並筋上海余道，与各領事妥簿保護租界之法，予約為愚，以期彼此相安，尊勢望形相
同，計己布置：周密，体外有無方略，尚祈電示為荷」とある電文を，覆南洋匪蜆帥晶督の

　「鑑電慰悉，長江一帯，公与香帥，必須厳弁匪徒保護商教，庶免外人擁奪鴻在専当

力任保護彊土，璽匪観観蠣発一動即危　」や

盛京堂来電謂の

　「撃壌電，時事奇変，倣処官有謹遵保守彊土聯絡一気之旨，長江～帯止図会匪，並無

可待義民，惟有遵照歴年奏定章程，厳摯重弁，蓑帥不声張極是云，睨帥電，弾琴東南南

国，留為大局転機，必当如尊処沁電弁法云」

に併乱且つ，即今縄鰍醐督薫茉嚇描，鯨堂上髄来電下等督銑，
急町歩下等銑，など樋鮒れば這舟鋤輔は舶であろう．

　加之，李鴻章の広東出発の3日前に当る6月18日には，許応駿と福州駐在領事の間に

は互相保護約章が締結されて，東南清地域があげて東南保護約款の適用範囲にくみ込ま
　　　　　　　　　　　　　　　ユ　
れたことや，南洋大臣暦世一等来電，両江総督劉坤一等請授物鴻章全権与各国電商藷探
　　　　　　ユ　　　　　　　　　　　　　　　ユ　

消息野間敵千摺，都督四国帥来電などからも見易い通り，李鴻章の北上には劉坤～，張之

洞らの一致した北京政府への強い要請が裏付けられていたこと，乃至は李下章の内外に

亘る積極的な和平活動に考量すれば，1カ月に及ぶ門門章の広東留任は自己のおかれた

政治的三位をふまえたうえで，北京政局の絶望的推移を慎重ににらみ合せながら，表面，

香港総督と不即不離的態度をとりつつ，同時にその反面，劉坤一，張之洞らと緊密に協
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユなユ
カして，着々，南清秩序維持への態勢がためを推進し，機熟すとみるや，それ迄の表面

的曖昧さを一撃して，ブレイクと孫文派との結びつきに襖をうちこみ，云うなればイギ

リス帝国主義のヒモつきたる孫：文派の両州独立という革命計画を一挙に葬りさって北上

せんとするに至ったものと解釈するのが，むしろ，妥当と思量されるが故である。

　想えば，上海に於ける英米側の李鴻章忌避にも無理からぬ理由があったとすべきであ
ろう。

　然りとすれば，李鴻章の北上問題にまつわる東南保護約款のもつ政治的意味は，イギ

リス帝国主義の清末中国瓜分への野望と華墨派の革命企図とを両つながら同時に一蹴し

去った政治支柱という機能的役割を演じた点で，張之洞，劉坤一の自立軍起義弾圧の場

合と同一姿勢でありつつ，然かも璽に明白なかたちで，その反帝的反革命的政治性格を

露：呈していると評して差支えないのではあるまいか。

肌て「梁舩脳裡長編禰墓城康獅の餉を乱て「月巴賊（李勲章瑠1

豚（郷学詞）為我輩無限阻力，能並図粗薦善也」とか，唯事には必ずまず広東を占領す
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エな
べく「得省城．不四肢肥賊，但以之為偲幅猛雨」とかいい，小田切領事報告に「暦学詞

が広州府二項ケル信愚スヘキ探偵ヨリ受領シタル報告二拠レバ，康有為ハ地方暴徒ノ首

領タル旧事及新桂壷三合会ノ共動ト諸省二於ケル嵜老会員ノ援助ヲ以テ遠カラズ広東湖

南湖北及江蘇諸省二於テ反旗ヲ翻スベシト云フ，而シテ其携i帯スル兵器ハ外国ヨリ輸入
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セラルベシトノ説アリ，湖南雲南及安徽省二於ケル寄老会徒ノ運動二頗ル疑ハシトノ風

説最近殆ンドー箇月単行ハルニ由リ，以上ノ風説ハ燦々信ヲ置クニ足ルモノナラン」と

あり，且つ又「国父孫申山先生年譜初稿」光緒26年6月25日差7月21日）の条に，なお

も，　「何回告称，香港総督トカ，賛成有一華南民主政府」と明記されてある如き，保皇

会と孫文派との活溌な運動の展開をみていたという現実状況に於てである。

5　む　　す　　び

　以上，私は，義和団の乱のさなかに成立をみた南清秩序維持協定としての東南保護約

款に就てその政治性格を究明すべく，とくに，張之洞，劉坤一，李三章の動静に視点を

すえて，ささやかながら若干の考察を試みた。

　そして，考察の結果は，東南保護約款が究極的には清朝の支配体制を延命せしめる政

治的1支柱となったとは云うものの，約款の提案動機や政治的意図を北京の陥落も必至

という当時の絶望的客観情勢にてらして考えるならば，張裏洞の場合にとりわけ顕著で

あった如く，多分に清末中国植民地化の危機の防衛という反帝的抵抗志向が底流してい

たとみられること，及びこの東南保護約款が自立軍起義弾圧の際に有力な法的政治的支

柱をなしていたという事実から，約款が反保皇維新的乃至は反自立軍反笹葺派的性格を

もつこと，更に東南保護約款の成立と東南清些細への拡大適用とが，香港総督ブレイク

と結びついた孫交派の民族共和革命運動に致命的打撃を与えんとした李鴻章の動きの否

定すべからざる政治背景をなしていたという事実から，約款のもつ反帝反革命的乃至は

反英反孫文派的性格をも，それぞれに確認し得たと思う。

　とすれば，東南保護率欺の清末史上に占める政治史的意義は，単に所謂東南互保とい

うこと以上に，それが反帝国主義的反保皇維新的反民族共和革命的内外二：重構造を具有

しつつ，清末中国をめぐる帝国主義的勢力間の相互矛盾をついて，義和団の乱を北清事変

の規模に喰いとめ，かくして，清末中国の植民地分割支配への危機を防衛すると同時に，

破局に瀕していた清朝支配体制の命脈をも辛じて支える政治的役割を果し得たという処

に見出されるとして宜しいであろう。

　一体，義和団の乱を契機として，清朝権威の失墜とは逆比例的に漢民族の政治勢力が

大きく擾頭した事実は，清末革命史上，我々の見逃し得ないところであるが，然しそれ

は，単に孫交「自伝」にいうが如き革命勢力のもりあがりという意味にのみ限定して考

えるべき事実ではなく，支配権力機構たる北京政府をはじめとする清末社会全般にわた

って看取される注目すべき歴史的趨勢であったと思う。そして，その史的因縁を辿ると

き，私は，その一要因として，義和団の乱に際しての李鴻章，劉坤一，張之洞ら一約款

交渉の当事者たる盛宣懐は大局的にみれば三者のコリスポンデント的機能を演じた存在

である一の目覚しい和平的政治活動の介在を指摘せざるを得ないのであり，然かもその

具体的例証のひとつに上述の如き政治的機能性格を具有する南東保護約款の成立をあげ

たいのである。

　なお，東南保護約款の反帝的防衛側面を示唆するより具体的な例証としては，光緒26
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年7月3・曙臨日に突如として惹起された東本願寺布教磯失にからむ原門事d・i・1・際

して互相保護約章の演じた反日抵抗機能の場合が恰好のてびきとなるかと思うのである
　　　　　　　　　　エる　
が，之については画稿で考察を加えることとし，いまは省略に従いたい。

〔後　記〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1959．7．30）

　本稿は昭和33年11月の京都大学東洋史談話会大会に於て要旨を発表したものである。

最後に心添えたいのは，小論が日中関係史料のみに基く立論にすぎぬという史料的制約

からくる論考の欠陥についての指摘であるが，然しこれはいまの私の能力を超えた：重荷

でもあるめで結局断念せざるを得なかった。英米独仏露伊及びポルトガル，ベルギー等

欧米関係各国の外交交書ジャーナルを駆使した国際政治史的視野からの労作による深く

且つ鋭い御示教を渇望してやまない次第である。

　欄筆に当り懇切なアドバイスを惜まれなかった東京大学教授榎～雄，お茶の水大学教

授市古宙三両氏に対し御礼申上げたい。

註 解

8

9

10　劉忠誠公遺集電奏2「劉坤一張之洞寄総署電誉賛ll舌」。

11存稿翻、2「寄総署許大臣・胸2日」以下の融数通。

12　註11所収「劉計略来電5月18日」。

13　厳中平「中国近代経済史統計資料選輯2」所収の表2租界による。

14　鹿島「日本外交政策の史的考察」「日英外交史」外務省「小村外交史」tt番「日露戦争史の研究」。

15北清事変上「394，清国変乱二対スル仏国ノ態度報告ノ件」所収6

・6雲南縮縫蝋翻籍第、所）「六，帝国蟻富田繧南」の各論説参fia。

17　註15所収「445，英人ミトフォードノ対日誹講論文二付報告ノ件別紙甲号」。

18　註17の445号交書。

19　北清事変上「494　仏紙ノ対日好感論調報告ノ件」。

20　存稿奮嚢12「寄江督劉蜆帥罰督張香帥5月18日」「寄江七宝帥5月19日」など。

21右書「張香帥来電5月20日」「劉蜆帥虚栄中堂5月21日目など。

22　張文裏公全集160「張之洞隠江寧劉制台」。

23　右書103　「張之洞札江漢関照会各領事力任保護洋人」。

24　右書106　「張之洞致華盛頓伍欽差電」　「張之洞致倫敦羅欽差華盛頓伍欽差東京李欽差電」。

1躰外交嬬辮巻「北清事変上」所収「三，南清秩離持協定」による。

2　盛尚書愚斎存稿「組割光禄大夫太子少保郵伝大臣顕三井菰府君行述」にいう。
3　塞羅蕪覇史義和団皿「有関東南互保資料」所収「罫紙的社論和報導」のうちの申報記事。

4　続碑伝馬巻31所収，劉坤一遺集も併照のこと。

5　清史稿列伝224所収。

6　続碑伝集巻4所収。

7　南清秩序維持協定所収「502，劉張碓総督ト各国領事トノ秩序維持協定始末報告ノ件附属書2」

　「512，長江沿岸二各国ヨリノ出兵見合方＝付盛宣懐ヨリ各領事宛協定請求並右二対スル領事会

議ノ状況報告ノ件附購2」。

　註7の512附属書と義和団皿所収「中外日報」。
　愚斎存稿叢嚢13「李欽使蹉江郡蘇院績湘各督撫電奏5月26日」。（以下「存稿」と略称）
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25　張文裏公全集160「張子洞門江寧劉制台電5月22日」。

26　劉坤一遺集電奏2「寄二二嚢光緒26年5月30日」，光緒朝中日交渉史料i四囲件「自注総督劉坤一等歴陳

　時局危急電」。似下「交渉史料」とよぶ）

27　北清事変上「123　劉総督ノ寄老会領袖招撫ノ件」。

28　右書「96　北清暴動野鳩南清ノ状況二関シ意見具申ノ件明ta33年　6月12日」。

29拙稿階才常と勉軍臓」（目本歴史85　．　88）「庚穂州の側鰐鑛）併P，e．。

30　存稿篭難13所収、，

31交渉史料1，glの上諭と同書3739「軍機処寄各一町撫上諭」。之に対する南清督撫の反応として

　は存稿回報13「李中堂来電5月29日」が恰好であろう。

32存罐報、3「寄李F瞠劉棚・張香帥・月28・」「二三中堂鰹・1蜆三二甜，・脚・」・

33　旧稿「行述」によれば道員沈鍮慶，二二甲も清国側委員に任命はされたらしい。

34　南清秩序維持…協定「502　劉張工総督ト各国領事トノ秩序維持協定始末報告ノ件」。

35　註34の附属書1。

36　註34の「498，在留民保護南清ノ秩序維持及各国ノ態度等二付白国外相ノ談話ノ件」。

37註34。
38　註34。

39註34と「501，南清秩序維持協定ノ解釈二関スル領事会議ノ決議報告ノ件」及び，「508南清秩序

　維持協定公交御付報告ノ件」。　上海海関道への正式公：交は次の通りに報告されている。曰く「両

　江総督及湖広総督ハ各其管轄地方二於ケル平和ヲ維持シ生命財産ヲ保護シ暴動若クハ叛乱ノ為メ

　生ジタル損害二対シテハ其責二任スヘシトノ同総督等ノ保障ヲ貴下ヲ経テ了承セリ（砦懸論容響

業鶉炎生告）因テ本欝・・清国政府ト・条約二於テ規定シアルカ如ク該両総督ノ管轄肪電畜ケ・レ

　外国人ノ権利ヲ守護スルノカアリ，又現二確保スル限りハ，我力各政府ハ単独二塁クハ聯合シテ

　揚子江沿岸帯於テ何等ノ挙措ヲ執り若クハ軍隊ヲ上陸セシムルノ意志ヲ既往及現在二巴テ総有セ

　サル旨貴下ヨリ右岸総督へ保障セラレンコトヲ希望ス」。

40　門田3．6報13「寄警寧蘇郷続各帥5月30日」「東京李木斎欽使来電6月2目」「寄劉蜆帥6月3日」「寄一

　旧藩田方伯6月5日」など。

41　註34と「496，秩序維持二丁各国領事ト協議方劉張両総督へ提議ノ始末並仏領事ヨリ両総督管

　下ヲ中立トナス提議二付請訓ノ件」。．

42　コルヂエ「支那外交史第2薇長江の総督」にいうコルヂエの説明。

43南清秩序維持協定「496（附記）右二対スル本省意見」「499，二二両総督管下ヲ中立トナス提議

　二関シ回訓ノ件」。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。

44　註34。

45　南清秩序維持協定「512，長：江沿岸二各国ヨ．リノ出兵見合三二門門宣下ヨリ各領事宛協定請求

　並右二対スル領事会議ノ状況報告ノ件」0

46　註45。

47交興野灘暉機処電寄李鴻章李乗衡等詣・月2・臼」翻「軍機処電寄瀧評議各回撫脂

　5月30日」。

48　註45と「513，排外詔勅二対スル劉総督ノ苦慮並秩序維持協定ノ批准及各国ヨリ沿江派艦見合

　方二関スル同総督ノ希望等報告ノ件」及び旧稿外報13「寄江口引張両帥6月7日」。

49存縄報、、「翻1張両督帥・月・・日」と言螂の513号文書。

50　南清秩序維持協定「516　秩序維持協定中長江沿岸出兵見合：方請求承認ノ可否二付請訓ノ件」

　を514，515，517号交書に併照。
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51　げんに小田切領事は「彼等二於テ頗ル安堵ノ思ヲナシタルハ旧著ナル事実ニシテ」とか「両三

　督ノ決心ハ前時二比シテー層確固タルニ至リシバ蓋シ推測二難カラサル所ナリ」と約款成立の結

　果を伝えている。

52　南清秩序維i寺協定　「518号交書」0

53存織報、3「騰凸型訪伯来電、月，，」。

54　「閾督許笏帥来電6月6日」　「寄閾督許笥帥6月7日」。

55存稿讐報13所収。

56　註54。

57　南清秩序維持協定「528，閾断総督ト各国領事トノ外人保護協定締結始末報告ノ件附属書1・2」。

58　註57。

59　註57。

60　「524，閲漸総督及野江巡撫ヨリ秩序維持協定二加入申出始末報告ノ件」。

61　「529秩序維持並外人保護ノ協定各国領事ト締結二関スル任地清官ノ布告写進達ノ件附属書1・2」0

62　北清事変中「清国地方宮ノ態度」所収「1202，匪徒勤滅方二付張総督ノ告示写送達ノ件附属｛引

　に曰く「駐日旨保衛地方事，照得北方因匪徒滋事，韻致各国生計，人心揺動，大局仮関，本部堂院，奉

　到五月二十九・三十等日干諭，有現在京城／乃極力保護各国使館，及各省督撫務二相機弓勢保定彊土

　等語，面当欽遵二次諭旨，設法弁理，己会同山江督部堂上，詳加二三，将東南各省均行一力保全，現

　与各国領事商定，但使各国水師艦隊不入長江，則内地各省所有各国入口産業，均帰地方官極力保

　護，業経妥議弁法，電奏在案，二二二二地方百姓身家性命之至上，誠恐民間未知此次奏明弁法，土

　匪秀民籍端騒擾致害全局，為此亟行出口暁諭，一切軍民人等知悉，二等須知，此次北方別事本非

　朝廷意料肥州，二次諭旨，現在京城｛B保護使館，与各省現在イ乃遵照歴年頒行三章，保護租界教堂，

　同為保護大局二見，現在各国既三帰我保護，水師艦隊不二長江，二二民商務均可安静如常，土匪

　不致乗機作乱，其所以保全沿江内地各省百姓之身家性命者，稗二丁多，断不宜軽啓絆端，庶可仰

　体朝廷丁目大局之意，紳誉人二男当剴切山導，如此乃所以保安国家完善之彊土，既所以益彰聖

　朝如天之至仁，既口唱明示諭之後，二二捏造謡言煽惑人心及聚三三口叩司教堂者，定即厳密査

　肇，按照土匪会匪懲弁，二階匪徒薙端騒擾意図蚕動者，各処均己二重兵，立行痛動，各小勇差役

　有滋事由害者，判型軍法買弁，務使丁民安業地方平目，以仰副諭旨相機審勢保全用土之意，各宜

　凛遵勿違，切切特示」。

63　存稿誓報13「劉蜆帥来電6月7日」に曰く　「為出示暁二四，照得前由北地匪徒肇僻，誠恐各処

　土匪，煽惑愚民，籍端滋閑，業経一再厳切示禁，並電筋各属，凡教堂商務須会同地方紳董，協力

　保護田切告誠，不蕾三令五申，此次戦事本四朝廷意料所及，両国商民彷当保護，非特彼此互有商

　民帝居其地，亦天理人情教化応爾，現復由上海道与各国領事議定，在内地及長江等処各国商教人民

　財産，均由地方官力任保護，以期彼此相安，以後無論如何，必当一律照弁，為此再行暁諭，爾諸

　色軍民人等一体知悉，自示之後，務各安分守法，須知各国商教人等，傍照約一律厳密保護，如有

　造謡滋事匪徒，定即査學法正決不寛貸，其各凛遵母違，特示」。以上の劉張両者の態度を，例えば万

　一を危惧してシーモア中将（英）が上海警備を理由に印度兵2000を集結した際に於ける列国側と

　くに英独日三国の紛々たる意旦の対立と劉張らの不同意態度とに考量すると，東南保護約款の反

　帝的防衛態度は更に鮮明となろう。その消息については北清事変上「沿江警備」に詳しい。

64交渉史料叢1「両江総督劉畑一門報籠i弁防務情形摺6月15日」「叢1安徽一門王之春覆陳二二戦

　旧情形］9　7月4日」。劉三一遺集奏疏33「覆陳二巴坦務二形日光緒26年6月工5日」。

65　北清事変上「各地団匪暴動状況報告（3）沿江一帯状況」所収「120　漢ロノ状況報告ノ件（3）」。
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66　註65の「117　南京状況続報ノ件」。

67註65の「118　人心鎮撫ノ為メ筆頭総領事ヨリ告示二付報告ノ件附属書」。この外，98，長江一帯

　情況報告ノ件（1），105　長江一帯各地状況報告ノ件（2）や104，107，116，124号女書：にいう上海

　状況報告，111，湖北省内ノ寄老会員三口二二在留邦人憂慮ノ件や122，123，126，149号文書に

　報告された塩果徐老虎招撫の事情など参考となろう。

68　北清事変上「清国地方官ノ態慶」所収「1189　南清秩序維持及匪徒勤定二関スル各督撫ノ連署

　上奏屋下総督ノ態度配付報告ノ件」。

69　例えば，交渉史料「壽器附件1，両江総督劉坤一等澄陳時局危急電」「頚1両江総督劉坤一等請

　三寸喪章全権旧慣国電丸面探消息月間敵謀摺」，存稿賎男13「寄臨調親王栄中堂」。

70　張文裏公全集160「張之洞致倫敦羅欽差華盛頓伍欽差東京李鉄差電」「張之洞致東京李欽差電」，

　北清事変中「清国地方嘗ノ態度」所収「1189　南清秩序維持及匪徒勒定手関スル各督撫ノ連署上

　奏並張総督ノ態度二付報告ノ件」，存毬唄報12「寄各省督撫帥」　「寄目郡劉張両帥」併照。

71　「清国地方官ノ態度」所収「1190　劉張李三総督ノ矯勅不遵奉決議ノ件∫1196　鹿伝森北上情報

ノ件」（附記4）」，解織郷「江督劉蜆自峡電」「張香帥蝿」「寄蟹李瞠謬齢長翻江督劉

　蜆帥」など。

72　「各地団匪暴動状況報告し3）沿江一帯状況」所収122，123，126，149号文書をみれば楊州爪

　州鎮江一帯を根拠とし数目の部下を擁し両江両目大元帥と称して江漸地方に絶大の勢力を振う塩

　果年老虎の動向を「義和団匪ノ南下ヨリモ晶晶義臣虎一輩ノ機二乗ジテ事ヲ滋シ外人ノ生命財産

　二危害ヲ加工其結果トシテ外国トノ交渉ヲ惹起ス」ると危惧した爪甲一が苦心の挙句「恰カモ劉

　永福ノ清国政府二降服シタル場合ノ如」き条件で招致するに奏功した三民が了解されよう。

73　「清国地方宮ノ態度」所収「1！87　南京上海鎮江武備状況報告ノ件」　「1201　匪徒鋤晶晶二品

　上海知県ノ告示写進達ノ件附属書」。

4
5
6
7
8
9
0
1
2

7
7
7
7
7
7
8
8
8

r1195

r1205

F1225

r1209

r1210

F1212

r1214

註80。

F1237

張総督ノ秩序維持及外人保護ノ決意並地方ノ人心動向二付報告ノ件」。

丁張両総督ノ決意及清帝上諭報告ノ件」。

劉張両総督ノ外人権益保護並外国軍隊長江進入憂慮ノ意向報告ノ件」。

張総督ノ北京派兵内情報告ノ件」。

時局二対スル劉総督意見情報ノ件」。

張総督ノ秘密会議開催ノ模様解同総督ノ真意二付報告ノ件」。

錫良及干真景iノ北上情報ノ件」。

康有為一派ノ情報並聯合軍ノ西太后ヘノ加害ノ憂慮等報告ノ件」。

83翻翻史論変漣の鞭新聞tsヒ角蝉彙聞」「廃立要垣彙加印啓孤疑＋二月二＋四購
　上諭後」，「戊戌政変記簗§薙」，清議報「張之洞論」（58冊）「張之～同逆賊定案議」（器麗）「書湖北大獄」

　（60冊）「張之三論」（66冊）を併照すれば首尾一貫楡らざる劉坤一の態度との対比に於て張之洞のあ

　りかたが明瞭となろう。

84　「兎に角劉坤一と比しては見識の下ること数等たるは明かなり」とある。近衛霞山公所収。

85　「逆賊張口髭罪四重父（63冊）」。

86　各地団匪暴動状況報告（3）所収「153　平和維持宣言交換後ノ南清各地ノ状況報告ノ件」。

87交渉史料灘1「両江総督劉坤一等請二階鴻章全権与各国門下籍探消息以闇敵引摺7月1日」。劉坤一

　遺集電奏2「寄那目張光緒26年6月26日」併照。

88　各地団匪暴動状況報告（3）「148　漢ロノ状況報告ノ件（5）」。

89　清国地方官ノ態度「1239　皇帝及皇太后ノ安全ヲ懇請スル劉張両総督連署電報ノ件附属劃。
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90　1239号交書。

91　「124G　清幽安全ノ我保証二対シ劉二目総督酔払ノ件附属割。2」。更二1242，1243，1244号文

　書に日中往復電交が収録されているが，之を近衛霞山公比嬢にいう劉坤一と近衛との交渉や近

　衛の所認裏面の日田に考量すると事態は一段と興味を増す。

92　「1243　東南地方保護二関シ劉張両総督電報逓送ノ件」に「昨月聯軍入京，電旧領転請各国勿

　驚二宮，急望両日内電工，以慰天下臣民，別無他意，現因両宮先行，東南保護二三，牛馬撫f乃当

　尽力自任，言鍵外部，坤一口｝君清」とあるのは，存織報、6「鰹1蜆帥張丁田」「張翻・陳電

　燕鍔賜」に「…現高両宮先行…」とあり，之が正しいと思う。

93　清国地方官ノ態度「1261列強ノ清廷比湿希望二対スル張之洞ノ態度二三報告ノ件」，各地団

　匪暴動状況報告（3）「153．平和維持宜言交換後ノ南清各地ノ状況報皆ノ件」併照。

94張嬢公温品36’「査鞠立会匪示」同店「宣糠党逆蹴査鞘立会自首用。

95　各士也団匪暴動斗犬況幸艮告（3）「169号文書」。

96張嬢公全集監己、9「翻使躰国大臣送勧戒国会類示稿」。

97　右集「晶出使英圏大臣請口諭邸萩園及各華商勿信匪党お

98　右集「容出使英国大臣切商英外部査高士党」に戊戌変法H「致倫敦羅欽差」「与余留珊」「密陳

　厳掌富有’票匪片岨坤一」　「上諭」を楽照。

99．唐才常と自立素話義（日本歴史85　e　88）。なお戊戌変法IV「雑録」，辛亥革命（1）「唐才常北口之役」は恰

　　好の資料である。

100光緒24年から26年の頃にかけて，とくに26年に収録された数多くの書簡は貴重である。

101　外務省保管記録交書「義和団事変関係一件」所収「清国事変二関スル政党及団体ノ意向明治33年

　6月25H」。

102　清国地方官ノ態度「1237　康有為一派ノ情報並聯合軍ノ西太后ヘノ加害ノ憂慮等報告ノ件」。

！03三等瀦史辛亥革命（1）「唐才常漢口之役」所収。日く「張之洞者，其才力不及鴻章，而膠辱志士

　之狼戻即恣，較之鴻章二手握晶晶為尤甚，当才常籍日本人著乎運動之初，亦害通毅勤於張之洞，欲

　利用之，而継以無復可望，不復日意，及至旧事早起，張之四坐擁練兵，漸露日暮引田，倒行逆乱之

　概，而自立軍之厚集兵力，時時過湿高点兵，風漁網起，己非一日，大通前軍之敗，距唐林授首己

　十余日，之洞固己順順之，而末発覚者，劉実以有国忌自立軍将擁己皐両湖宣言独立者也…中略…而

　之門中狐疑莫能自定，才法先揚言於外人日「倫張之洞奉満廷之偽諭以排外，吾国先殺之洞以自任

　保護外人旧事」語漏聞於之洞，二又偵知幽霊勘所為与論絶反対，心急時，一将布告在漢各国領

　事，拠武昌独立，之洞乃突発而忌日」と。因みに清史紀事本末の叙述も殆んど同“である。

104　清史紀事本末「自立軍之失敗」。　なお梁鳥山先生年譜長編二二9巻にも「這次漢口機関的失敗

　…唐絨丞氏和署区乙張之澗的衝突，是一個重要原因」と記してある。』

105　　言説790

106　凋自由「中華民国開国前革命史」の「庚子麿才常漢口之役」収録。但し萢二二「中国近代史」

　もいう如く具体的直接的結びつきは確証がないようである。なおこの前後に於ける康玉門の海外

　動静については拙稿「光緒末年に於ける在日康梁派の動静」（儲篇寵野晒三子寄与）のうちにもスケ

　ッチしておいたが「心任公先生年譜長編初山9巻」の参照が是非必要である。

107　この外考えられる理由としては厘門事件の場合には英米二圏を対日牽制に利用した如くこの際

　三二牽制のために日本を利用するという所謂以夷制夷の外交術策の適用であろう。

108　言主1020

109　各地団匪暴動昧況報告（3）「157　富有票匪ノ蔓延並二弾圧情報ノ件」。
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110　「張之洞逆賊定案議藥籍難髪入」（器羅）。

111　「張赤恥論　時論訳録」（66冊）。この外，「張之洞論」（58冊）「書湖北大獄」（60冊）「逆賊張之洞罪

　案」（63冊）「張之洞勧戒上海国会及出車学生交書後」（66冊）「駁后党逆賊張之洞干陰霧謹捏偽示」

　　（66冊）をみれば張之洞を鄙夫也，俵人也，巧寛也，逆党也，賊臣也と痛罵する論難が随処に横

　温している。

112東華訓導嘉塑朝9月癸巳の項。なお劉坤一遺前奏疏34「剰辮大通票匪摺」「密陳1録交摯富有票匪片」

　も参照のこと。

113交渉講料壽器「軍機処寄直隷総督裕禄上諭」。

114　溝国地方官ノ態度「1184　李鴻章召命情報ノ件附記IJ。

115　　1184一号v文書附記20

116　1184号文書附記4，交渉史料藷ll「大学士李鴻章奏報交卸起程農期難陳保彊簿餉布置甲形摺」。

117　交渉史料叢葦「上諭」灘器「軍機処電寄李鴻章諭旨」。

118　清国地方官ノ態度「1215，李鴻章北上決意ノ件」と1218号文書。

119　「1219李鴻章直隷転出二英人危惧ノ件」「1224　李鴻章上海到着ノ件」。

120交渉史料灘1「軍機処電寄李鴻章諭旨」。

121東華続録160　7月癸卯丑癸の項，清国地方官ノ態度「1234　李鴻章ト会見ノ件（3）」。

122交渉史料白図「軍機観劇寄李鴻章諭旨」以下，7月14，19，，25，30日，8月6日に北上督促が

　　伝達されている。

123　右書霧1「大学士華燭黒磯報交陣起累日期並陳保彊蕪餉布置情形摺」。

124　右書i舞篶「大学士李鴻章等共簿副将之甘鯛」。

125李文忠公全書「電稿」を通看すれば李鴻章の対外和平のよびかけが洵に多角的であったことが

　わかるが「日本李使来電並致江郷督」「士官張来電」「日本李使来電並野江窪目臼田京堂」「寄江

　　三韓郡督張」をみれば李野離らの対日感情が伺われよう。

126交渉史料糞器「大学士李鴻章奏陳時局変遷急簿補救摺」，響1「大学士李鴻章等密陳款局急宜挽

　　救不可再弓鋸機摺」。

127　右書糞19「軍機処電工李鴻章等諭旨」，魏1「軍機処電寄李軍港諭旨」及び3985，3986の上諭。

　但し俄艦で北上せよとの諭旨は6月12日の軍機野鳥からであり・．．6月7日と10日の軍機処電寄李

　三章諭旨（3822382）には見当らぬ点から推量すれば，恐らくは李鴻章の奏請にでたものであろうか。

128　清国地方官ノ態度「1251　李鴻章出発続報ノ件」。

129　右書「1253　李鴻章天津：着ノ件」。

130　1ヒ清事変中「禾口議ノ［謂女台」所収「1474号交書」0

131清国地方官ノ態度「1252李鴻章北上続報並関内外鉄道移管ノ露清密約情報ノ件」「！246李

　　鴻章ノ北上ト其親露態度肩付報告ノ件」　「1250　李臼歯ト最：後ノ会見及同人北上ノ件」。

132　この辺りの概要については拙稿「庚子恵州の役」（讐零瞥亨10）及び「国父孫中山先生年譜初稿」

　　　併照。

133　続対支回顧録下巻　列伝所収「内田良平君」。

134　革命逸史初集「曲学詞与革命党之関係」同集第4集「孫総理庚子運動広東独立始末」併照。

135　三十三年の夢（大本営）所収。

136　孫総理庚子運動広東独立始末。なお陳少白「興中会革命史要」も参照。

137　但し国父孫中出先生年譜初稿には5月21臼日本を出発，25日香港より西貢にむかい6月中旬

　　（7月11日前後）香港に引返えし6月21田（7月16日）香港船中で会議，24日香港より日本に赴く
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　　とある。従って外務省文書を主要資料とした私の推定とは些か喰違いがあるが後考に倹ちたい。

138交渉史料墓器。

139交渉史料翻。

140存稿篭報17。李交忠公金書電稿24「江督劉来電7男紹」「劉坤一遺集電信1」所収の光緒26年5月

　～閏8月の各電交．も併照。

141　李文忠公全書電稿22「盛京堂来電」「郷督張来電並致南洋川閾蘇漸院予湘容山東各督撫」「盛京

　堂来電並致南洋」「寄盛京堂」「盛京堂来電」「江督劉来電」「覆南洋劉蜆帥」「盛京堂来電」同23

　　「盛京堂来電並致江署区督蘇続撫」「盛京堂来電並致江甥督蘇眺撫」「盛京堂上海道来電並致江罰」

　　「督盛京堂来電」「盛京堂来電並致江閾漸東予磐各督撫」同24「盛i京堂呈電並致江郡督東撫」「江

　督劉来電並致盛京堂響区督」「盛京堂呈電並致江署区督」「郷督張来電」などが這般の消息を雄弁に物

　語っていると思・う。

142　任公先生復誠忠雅三君書2月28日。

143　致南海夫子大人書3月13日。

144　日本外交交書第鷺発北清事変上「各地団匪暴動状況報告（6）南海状況」所収「282，康有為ノ広

　東湖広江蘇二反乱計画説情報ノ件」。

145鑛翻史義和団mPff収「姻藍皮書」（Chi・・N・．・3・C・rresp・・d・nce　R・・pecti・g　th・

　Insurrectionary　Movement　in　China）をみれば危惧と安堵と不安の交錯する英国側の動向が了

　解出来よう。なお不安に駆られた英国のインド兵上海派遣に対する米国側の批判的反応について

　は同書「美国会議文件」（Foreign　Relations　Qf　the　United　States　19GO）を参照のこと。

146　「置目事件と互相保護約章」（日本歴史に近載予定）。
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                               Summary 

              A Study of Tung  Nan Pao Hu Yüeh Kuan.

                      Kazumi Nagai 

 The object of this Article is to research for the political character of Tung 

Nan Pao Hu  Ydeh Kuan  (3M. dated June 27, 1900, between such the 

chinese viceroy as Liu Knn i  (PP11—), Chang Chih Tung  (K,t'in) and the Group 

of Consuls at Shanghai. For the purpose of this studying, I divided my dis-

cussion into three parts as follows. : On the process of Realization of Tung 

Nan pao Hu  Yileh Kuan that strictly speaking it should be settled to consist of 

both "General Regulation for the protection of the Shanghai the Yangtze Valley 

and the Interior" and "Hu Hsiang Pao Hu  Yueh Chang"  atilf*FaM 

® On the political movement of Liu Kun i and Chang Chih Tung who 
were afraid of the Chinese Fate going to ruin from Boxer Rebellion and deter-

mined to protect Tung Nan Ching (AA.i-4) from both the Interference of 

imperialistic Powers and Tang Tsai Chung's Tzu Li Chun 0-g-41-, 0 On 

the political movement of Li Hao Chang (74_''is,M) against Sun Yat Sen's Revo-

lution taking share with Hongkong Governor. In this manner, my conclusion 

is that the political character of Tung Nan Pao Hu  Yiieh  Kuan was anti-

imperialistic aggression, anti--innovatory and anti-revolutionary.


